
論

説
輸

出

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
の
長

期

政

策

ー

1

垂

直

マ
ー

ケ

テ

ィ

ソ
グ

・
シ

ス

テ

ム

の
構

築

-

中

野

宏

一

目

次

一

は
じ
め

に

ニ

チ

ャ
ネ

ル

・
シ

ス
テ

ム
論

の
意
義

三

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
と
一童
直

マ
ー
ヶ
テ

ィ

ン
グ

●
シ
ス
テ

ム

四

チ
ャ
ネ

ル
の

「
適
応
」

と

「
標

準
化
」

五

垂
直

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

e

本
社

の
輸
出
体
制

⇔

海
外
拠

点

の
形
態

日

卸
段
階

の
組
織

化

四

小
売

段
階

の
組

織
…化

は

じ

め

に

157

本
稿

は

「
輸

出

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
政

策
ー

チ

ャ
ネ

ル
類

型

選
択

論

の
視

点

か
ら
ー

」

(本
誌
第
二
〇
巻
第

一
号
・
昭
和
五

九
年

一
〇
月
)

の
続
編

で
あ

る
。

前

稿

は
、

利

用

し
う

る

チ

ャ
ネ

ル

・
メ

ン
バ

ー
を
説

明

し

た
う

え

で
、

輸

出

企
業

が
選
択

し
う

る

チ

ャ
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ネ

ル
類

型

を
、
商

品
要

因

と

企
業
要

因

か
ら
分

類

、
整

理

し

て
提

示

し
た
。

と

こ
ろ
が
右

の
企
業

要

因

は
、

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ン
グ

・
ノ
ゥ

ハ
ゥ
や
資
本

の
蓄

積

な
ど

の
進
行

と

共

に
変

化
す

る
。

し
た
が

っ
て
ま

た
、

企
業

の

チ

ャ
ネ

ル
も
変

化

す

る

は
ず

で
あ

り

、
ま

た
変
化

す

べ
き

で
あ

る
。

そ

し

て

こ
の
変

化

の
方
向

は
、

必
ず

し
も

ラ

ソ
ダ

ム
で
は
な

い

こ
と

が
現
実

の
企
業

の

チ

ャ
ネ

ル
を
観

察

す

る

こ
と

に
よ
り
、

知

ら
れ

て

い
る
。
国
際

ビ

ジ
ネ

ス
で
成
功

し

て

い
る
企
業

の
チ

ャ
ネ

ル

の
変

化

、
す

な

わ
ち

チ

ャ
ネ

ル
の
構
築

、
破

棄

、
新

た
な
構

築

に
は
、

一
定

の
方

向
性

が

み

ら
れ

る
。

本
稿

の
課
題

は
、

こ
の
方

向
性

を
理
論
的

に
、

且

つ
具

体
的

に
把

握
す

る

こ
と

に
あ

る
。
す

な

わ

ち
、

チ

ャ
ネ

ル
論

に
基

づ

い
て
、

輸

出

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ソ
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
を
構
築

す

る

に
あ

た

っ
て

の
長
期

的

な
方

向
性

を
、
換

言

す
れ
ば

、
輸

出

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ソ
グ

.
チ

ャ
ネ

ル
政

策

の
究

極

の
目
標

に

つ
い
て

の
理

論
的

な
指
針

を
提

示
す

る

こ
と

に
あ

る
。

㎜創…

ニ

チ

ャ
ネ

ル

・
シ

ス
テ
ム
論

の
意
義

ま
ず

は
じ

め

に
、

旧
稿

「
マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
論

の
系
譜

-
貿

易

マ
ー
ケ
テ

ィ

ソ
グ

.
チ

ャ
ネ

ル
論

の
た
め

の
予
備

的
考

察

ー

」

(本
誌
第

一
七
巻
第
三

・
四
号
、
昭
和
五
七
年
三
月
)
を
も

と

に
、

チ

ャ
ネ

ル
論

の
系

譜

を
手

短

に
復

習

し

よ
う
。

C

.
S

・
ダ

ン
カ

ン
(
ρ

ψ
u
§
。
雪
)
、
M

・
T

・
コ
ー
プ

ラ

ン
ド

(]≦
Φ三

コ
↓
・
9

b
告

巳
)
、
D

.
J

.
ダ

ソ
カ

ソ
(u
警

①
吋こ
』

自
昌
6
m
昌
)

ら

の
伝

統
的

チ

ャ
ネ

ル
論

は
、
様

様

な

チ

ャ
ネ

ル
類
型

の
中

か
ら
、

企
業

に
と

っ
て

の
最

適

な

チ

ャ
ネ

ル
を
選
択

す

る

た
め

の
指
針

を
与

え

る
も

の
で
あ

り
、

そ

れ

は
、

い
わ
ば

チ

ャ
ネ

ル
類

型
選
択

論

と
も

い
う

べ
き

研
究

で
あ

っ
た
。

し

か
し
な
が

ら

一
九
五

〇
年

代
後

半

か
ら
、

マ
ー
ヶ

テ
ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
問
題

は
、

チ

ャ
ネ

ル
類
型

か
ら

の
最
適

な
選

択

を
も

っ
て

事

足

り

る
と
す

る

の
で

は
な

く
、

チ

ャ
ネ

ル
管

理

の
必
要

性

を
も

含
む

の
で
あ

る
と

い
う
認
識

が

広
が

り
、

そ
れ

は
や
が

て

マ
ー

ケ
テ

ィ

ソ
グ

・
チ

ャ
ネ

ル

・
シ
ス
テ

ム
論
と

し
て
展
開

す

る

の
で
あ

る
。



こ
の
間

の
研
究

の
具
体
的
な
動
向

に
つ
い
て
は
旧
稿

で
記
述
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
き
わ

め
て
概
括
的

に
、
チ

ャ
ネ

ル

・
シ
ス
テ

ム
論

の
問
題
意
識

の
要
点
だ
け
を
整
理
し
て
お
く
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

チ

ャ
ネ

ル
論

で

い
う

シ

ス
テ

ム
と

は
、
「
相

互
依

存
関

係

に
あ

る
諸

要

素

の
集
合

」

と
定
義

で
き

る
。

論
要

齋

と

は
、

チ

ャ
ネ

ル

・
メ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ン
パ

ー

の

こ
と

で
あ

り
、
具

体
的

に

は
、
製
造

業

者

、
卸

商

、
小
売

商

で
あ

る
。
相

互
依
存

関

係
と

は
、

チ

ャ
ネ

ル

・
メ

ン
バ

ー
の
相
互

関

係

で
あ

り

、

輸 出 マ ー ケ テ ィ ソ グ ・チ ャ ネ ル の長 期 政 策159

製
造
業
者
-

卸
商
i

小
売
商

と

い
う

チ

ャ
ネ

ル
に
お

け

る
商

口叩
の
売
買

を

め
ぐ

る

メ

ン
。↑

相
互

の
協

調

(6
00
も
①門螢
鉱
O
"
)
、
統

制

(§

琶

、
衝

突

(§

量

)
を
含

む
関
係
を
意
味
す
る
。

チ
ャ
ネ

ル

.
シ
ス
テ
ム
論

に
お
い
て
は
、
製
造
業
者

の

ア

ケ
テ
ィ

ン
グ

る

ネ
ジ
ャ
ゐ

目
標

は
、
衝
突
を
極
小
化
し
・
協
調
を
極

大
化
す

る
.」
と

に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
製
造
業
者
が
、

δ

○
%
出
資

の
卸
売
業
や
小
売
業
を
経
営
す
れ
ば
・
協

調
は
極
大

に
な
る
・
し
か

し

そ

の
場
A
.
に
は
、

固
定

資

本

を
投

下

し
な
け

れ

ぽ
な
ら
ず

、

し

か
も
価

格
変

動

に

よ

る
市

場
危
険

や
在
庫

負
担

な

ど

の
経

済
的

負
担

を
、
製

造

業
者

み
ず

か
ら
が
負

わ
ね
ば

な

ら
な

い
。

こ
の
よ
う

な
方

法

は
、
総

て
の
製

造
業

者

に
と

っ
て
、
有
利

な

方
法

で
は
な

い
。
そ

こ

で
、
相

互

に
独

立

し

た

チ

ャ
ネ

ル

.
メ

ン
バ

ー
間

の
協

調
性

を

い
か

に
し

て
引

き

上
げ

る

か
が
、

課
題

と
な

る
わ
け

で
あ

る
。

.あ

点

に
関

し

て
、

マ

ッ
キ

ャ

モ

ン

(
しd
①
#

O
・
諸
。
9

臼
§
§

」

『
・)

と

リ

ト

ル

(
穿

①
詳

≦

量

①
)

は
・

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

チ

ャ

ネ

ル
管

理

の
形

態

を

観

察

し

、

協

調

性

を

高

く

保

つ

こ
と

の

で
き

る

チ

ャ
ネ

ル

・
シ

ス
テ

ム

に

は

・

歪

の
性

質

が

あ

る

こ

と

を

見

い
出

し
、
そ
れ
を
計
画
的
垂
直

下

ケ
テ
ィ

ン
グ

.
シ
ス
テ
ム

(琶

民

曇

$
一
屋

量

屠

馨

雪

)
ー

以
下
・

本
稿

で
は
垂
直

ア
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ケ
テ

ィ

ソ
グ

●
シ
ス
テ

ム
と

い
う
ー

と
名

付
け

、
そ

の
現
実

的

形
態

と

し
て
、
次

の
三

つ
に
類
型

化

し

て
説
明

し
た
。

ω

企

業

シ

ス
テ

ム

(§

.§

鷺

ヨ
)

…

生
産

と
流

通

が
同

一
の
所
有

に
よ

っ
て
な

さ
れ

義

A
ロ
で
あ

る
。
近
年

.あ

形

態

は

急

増

し

て

い
る
・

例

え
ば

・

ア

メ
リ

カ

で
は

二

以

上

の
店
舗

を
も

つ
企
叢

、

一
九

五

三
年

に
小
売

簸

売

額

の

天

.

一
%

の

シ

ェ
ア

ー
を
占

め
て

い

た
が

、

一
九

六

七
年

に
は
二

六

・
六
%

の

シ

ェ
ア
ー
を
占

め
る

に
至

っ
た
。

ω

管

理

シ
ス
テ

ム

(巴
言

籍

量

.・喜

)

・…

そ

れ
ぞ

れ
互

い
に
独

立

し

た
製
造

萎

、
卸
商

、

小

売
票

、

チ

ャ
ネ

ル

.
キ

ャ
プ

テ

ソ
の
計

画

の
下

に
協

調
的

下

ヶ
テ
ィ

ソ
グ
活

動

を
行

う
も

の
で
あ

る
。

こ
の
場

合

チ

ャ
ネ

ル

・
キ

ャ
.フ
テ

ン
は
、
自

己

の

メ

ソ
パ

ー

に
特

別
な

報
酬

を
与

え

た

り
、
資
金
援

助

を
与

え

た

り
し

て
、
協

力

を
引
き

出
す

。

㈲

契
約

シ
ス
テ
ム

(8
三
§

9

奮

辞琶

…

そ
れ
ぞ
れ
互

い
に
独
立
し
た
製
造
萎

、
卸
商
、
小
売
粟

、

契
約

塞

つ

い
て

了

ヶ
テ

ィ

ソ
グ
計

画

を
協

調
的

に
遂

行
す

る
も

の
で
あ

り
、

ボ

ラ

ン
タ

リ
ー

チ

ェ
↓

や

フ
一フ
ソ
チ

ャ
イ
ズ

.
チ

ェ
↓

が
そ

の
典
型

で
あ

る
・

ア

メ
リ

カ
で

は
、

こ

の
形
態

が
小

売

総
販
売

額

の
三
七

.
五
%

を
占

め
て

い
る
と

い
う
。

し

た
が

っ
て

マ
ッ
キ

ャ
モ

ソ
に
よ
れ
ぽ

、
垂
直

了

ヶ
テ

ィ

ソ
グ

・
シ
ス
テ

ム

に
よ
る
商
口叩
の
流
裡

、
計
量

不
襲

管

響

ス
テ

ム

を
除

い
て
・
企

業

シ

ス
テ
ム
と
契
約

シ
ス
テ

ム
だ

け

で
、

ア

メ
リ

カ

に
お
け

る
小
売

総

販
売

額

の
お

よ
そ

六
四
%

を
占

め
る

に
至

っ
て

い

る

と

い
う

。

こ
の

シ

ス
テ

ム
蕎

業
界

で
支

配
的

な
地

位

を
占

め
る

と

い
う
傾
向

は
、

ア

メ
リ

カ

の
み
な

ら
ず

、

日
歪

お

い
て
も
顕

著

で
あ

り
、

例

え
ば

江
尻

弘
先

生

は
、

日
本

に
お
け

る

こ
の

シ
ス
テ

ム
の
事

例

を
表

-
の

よ
う

に
一不
し
て

お
ら

れ

る
。

こ
の
シ
ス
テ

ム
が
・
現
代

の
流
通

に
お
い
て
大
き
な
地
位
を
占

め
る
に
至

っ
た
の
は
、
協
調
性

の
水
髪

比
較
的

に
高
く
保

ち
う
る
か

ら

で
あ

り

、
具

体
的

に
は
、
次

の
よ

う
な

理
由

に
よ

る
。

笙

に
・
現
代

は
い
わ
ゆ

る
消
費
者
志

向
の
時
代

と
い
わ
れ
、
製
造
業
謹

と

っ
て
、
・盟

管
理
や
ア

ブ
字

.
サ
壱

ス
叢

し
く

旧岡 岡1"川 目1匡1Ψr-1帽 「閏h岬
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表1日 本 におけ る垂 直 マ0ケ テ ィンヴ ・システムの事例

森永製菓と直営小売店との間の企業システム

明治屋(食 品卸)と 直営小売店 との間の企業内シ

ステム

ダイエー本部と各店舗との間の企業内システム

日産 自動 車 とデ ィー ラー との間 の フ ラ ン チ ャイ

ズ ・システ ム

西 川産業(寝 具卸)と 小売店 との間 の ボラ ンタ リ

ー ・システ ム

マ ク ドナル ド本部 と傘 下小売店 との間 の フラ ソチ

ャイズ ・シス テム

花王石鹸と花王販社との間の系列関係システム

松下電器と松下系小売店との間の系列関係システ

ム

レナウソ(衣 服卸)と 取引先小商店との間の系列

関係 システム

西友ス トアと下請食品メーカーとの間の系列関係

システム

樫山と下請衣服メーカーとの間の系列関係システ

ム

%　"浮昨稿昭杭済経央中伽列系通耽弘尻江茄咄

求

め
ら
れ

る
時
代

に
な

っ
た

た
め
、

こ
の

シ

ス
テ

ム
は
時
代

の
要

請

に
適

し

て

い
る
。

こ

の

シ
ス
テ

ム
が

ア

フ
タ

ー

・
サ
ー
ビ

ス
な
ど

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
を
兼

ね

る

か
ら

で
あ

る
。

第

二

に
、

一
旦

こ
の

シ

ス
テ

ム
が
構

築

さ
れ

る

と

、
受

注
活

動

の
省
力

化

と
計

画
化

が
可
能

と
な

り

、

し

た
が

っ
て
ま

た
生
産

を
計

画
的

に
行

う

こ

と

が

で
き

る
。

第

三

に
、
製

造

業
者

に
と

っ
て

は
、
流

通
業

者

の
経

営
諸

資

源

を
、
自

己

の
製

品

の
販
売

の
た

め

に
、

独
占

的

に
、

も

し
く

は
優

先
的

に
利

用

で
き

る
と

い
う

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る
。

い
わ
ゆ

る
外

部
経

済

の
内

部

化

を
実

現

で
き

る

わ
け

で
あ

る
。

第

四

に
、
流

通

業
者

に
と

っ
て
も
、

チ

ャ
ネ

ル

・
キ
ャ
プ
テ

ン
か
ら
の
様
様
な
援
助
i

設
備

の

充

実

、
資

金
援

助

、
研

修

、

プ

ロ
モ
ー

シ

ョ

ン
の

助
成
1

が
期
待

で
き

る
。

第
五

に
、
物
的
流
通
面

に
お
い
て
も
、
効
率
的
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に
行

う

こ
と
が

可
能

と

な

る
。

こ
う

し

た
垂
直

マ
ー

ケ
テ

ィ

ソ
グ

・
シ

ス
テ

ム
の
概
念

と

、

そ

の
三

つ
の
類

型

は
、
衝

突

を
極
小

化

し
、
協

調

を
極
大

化
す

る
と

い
う

マ
ー
ケ

テ
ィ

ソ
グ

・
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
目

標

に
、

具
体
的

な

指
針

を
与

え

る

こ
と

に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

現
実

的

に
も
、
現

代

の
流

通

に
お

い
て

は
、

個

々
の
企
業

が
競

争

し
合

う

と

い
う

こ
と
も

さ

る

こ
と

な
が

ら
、
あ

る

チ

ャ
ネ

ル

.
シ

ス

テ

ム
が
他

の
チ

ャ
ネ

ル

・
シ
ス
テ

ム
と
競

争

し
合

う
と

い
う
形

態

に
特

色
が
見

ら
れ

る
。

チ

ャ
ネ

ル
論

の
系
譜

か
ら
、

わ

れ
わ
れ

は
右

の
よ
う

に
、

そ

の
学

説
史

的

展
開

を
知

る

こ
と

が

で
き

る
が

、

チ

ャ
ネ

ル
問
題

に

つ
い
て

の
理
解

を
深

め
る
た

め

に
は
、

そ

の
よ
う

な
流

れ

を
促

が

し

た
も

の
、
換

言
す

れ
ば

、

チ

ャ
ネ

ル
論

の
展

開

を
規
定

し

た
根
底

的

な

も

の

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
認
識

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。
結
論

的

に

い
え
ぽ

、

チ

ャ
ネ

ル
論

の
系
譜

は
、
当

然

の
こ
と
な

が
ら

、

マ
ー
ヶ

テ
ィ

ン
グ
と

い
う
も

の

の
基
本

的
性

格

に
よ

っ
て
規
定

さ

れ

て

い
る

の
で
あ

り
、

こ
の
点

を
次

に
確
認

し

て

お
く

。

三

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
ゲ

と

垂

直

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
ゲ

.
シ

ス

テ

ム
ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

本
稿

の
課
題

は

「
マ
i
ヶ

テ
ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
」

で
あ

っ
て
、
「
販

売
経

路
」

で

は
な

い
。

マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ
と
販

売

は
同
義

で

は

な

い
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、

旧
稿

「
ア

メ
リ
カ

に
お
け

る
初
期

の

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ン
グ

に
関
す

る

一
考
察

ー

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ン
グ
と

は
何

か
i

」

(本
誌
第

一
八
巻
第
三

・
四
号
、
昭
和
五
八
年
三
月
)
で
考
察

し
た
。

で
は

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

の
基

本
的

性
格

と

は
何

か
。

旧
稿

に
基
づ

き
、
要

約

し

よ
う
。

マ
:
ヶ

テ
ィ

ソ
グ

は
・

一
九

世
紀
後

半

の

ア

メ
リ

カ

の
産

業
革

命

を
背

景

に
誕

生

し

た
。

一
八
〇
〇

年
代

の
ア

メ
リ
カ
経

済

は
、
供

給

過

剰

に
よ

る
恐
慌

に
み
ま

わ
れ

た

こ
と

も
あ

っ
た
が

、
長

期
的

な

傾
向

と

し

て
は
、
発

展

を
続
け

た
。

と

り
わ
け
南

北
戦

争

(
一
八
六

一
-

六
五
年
)
後

の
経
済
発

展

は
著

し
か

っ
た
。

ア

メ
リ

カ
は
広
大

な

国
土

と
自
然
資

源

に
恵

ま
れ

た
国

で
あ

る
が

、

南
北

戦
争

の
終
結

に
よ
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り

、
全

国
霧

成

立

の
必
蒙

件

を
整

、兄
、
そ

こ
に
先
奎

業

国

で
あ

っ
た
イ
ギ

リ

乏

よ
る
発

明

の
導

入

に
加
え

・

ア

メ
リ

カ
自

身

の

発

明

.
改
良

が
相

次
ぎ

、

旺
盛
な

企
萎

精
神

と
相

倹

っ
て
、
肇

革

命

へ
突

入
す

る

の
で
あ

る
・

こ

の
響

の

ア

メ
リ

カ
企

業

の
生
産

方
式

は
、

互
換
部

口閣

(葺

Φ
『。
審
躍

審
σ
δ

℃
翼

。。
。。透

Φ
§
)

と

ア

セ

ン
ブ

リ

ニ
フ
イ

ン
制

(
餌.・ω㊥
葺

幕

.・同
曇

)

を

特
徴

と
す

る

「
ア
メ
リ
カ
的
生
産
様
式
」
と
呼
ば
れ

る
大
量
生
産
方
式
で
あ

っ
た
。

.」
の
よ
う
な
方
式

に
よ
る
生
産
力

の
増
大

に
伴
う
競
争

の
激
化

の
中

で
、
進
歩
的
な
企
業
家

は
消
費
者

〒

ズ
の
先
取
り
に
努
め
・
そ

れ
を
製
品
差
別
化
政
策
と
し
て
実
践
し
、

こ
れ
を

「
市
場
価
格
以
上

で
の
販
売
」
と

い
う
価
格
政
策
と
結
び

つ
け
た
。

.」
の
場
合
、
生
成
期

か
ら

ア

ケ
テ
ィ

ン
グ
に
特
徴
的
な

の
は
、
製
造
業
者
が
消
費
者

に
少

し
で
も
直
接
的

に
接
近
し
よ
う
と
し
た
こ

と

で
あ

る
。
製
造
業
者
が
自
己

の
製
・叩
K

フ
一フ
ン
ド
を
付
け
て
差
別
化
を
計

る
こ
と

の
み
な
ら
ず

、
広
告

や
自
己

の
セ
↓

ス

マ
ソ
を
使

用
し
て
行
う
.フ
.
モ
↓

.
ン
活
動
、
さ
ら
に
ま
た
中
間
商
人
排
除
傾
向
な
ど

の
チ

ャ
ネ

ル
問
題
が
生
じ
た
の
も
・
す
べ
て
消
費
者

へ
直

接
的

に
接
近
し
よ
う
と
す

る
意
図

の
表
わ
れ
で
あ

っ
た
。
後
年

こ
れ
は
消
費
者
志
向

(§

ω藝

Φ;

ぎ

き

昌
)
と

い
わ
れ
る
よ
う

に
な

り

、

マ
ネ

ジ

リ

ア

ル

・
マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
グ

の
中

心

概

念

と

な

っ
た

。

焦

点

を

チ

ャ
ネ

ル
に
絞

ろ
う
。

そ
も

そ
も

ア

ケ
テ
ィ

ン
グ
が

イ
ギ

リ

ス
に

お

い
て

で
は
な
く
・

ア

メ
リ

カ
に
生

成

し

た

の
は
・

ア

メ

リ
カ
は
中
世

の
歴
史

の
な

い
新
し

い
国
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
の
よ
う
な
伝
統
的

で
固
定
的
な
流
通
機
構
が
存
在

し
な
か

っ
た
こ
と
が
大
き

な
要

因

の

一
つ
で
あ

っ
た
。

ア

メ
リ
カ

に
お

い

て
は
、
企
業

家

は
、

-

シ

ン
、

刈
取

機

、
金
讐

録
機

套

の
新

し

い
製

品

を
・

伝
統
的

な
流

通
機

構

に
と

ら

わ
れ

る

こ
と
な
く

、
自

由

に
、
自

ら

の
販
売

組
織

を

作
り

上
げ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

販
売

す

る

こ
と
が

で
き

た

の
で

あ

る
。

.』
れ
を
観
点

を
変

・毛

い
・潅

、
製
造
業
者
が
消
費
芝

直
接
的

縷

近
し
よ
う
と
す
る
動
き

は
、
産
業
革
命
を
経
た
製
造
業
者
が
経

営
諸
資
源
を
蓄
積

し
、
や
が

て
中
間
商
人
を
排
除
し
、
流
通
段
階

に
お
け
る
イ

ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
ろ
う
と
す

る
歴
史
的
な

一
般
傾
向

の
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ア

メ
リ

カ
的

な
表

わ
れ

で
あ

っ
た

と
も

い
え

よ
う
。

消

費

者

に
接
近

す

る

こ
と

の
現

実
的

な
必
要
性

に

つ
い
て
は
、

例

え
ば

、

A

・
W

.
シ

ョ
ー

(
〉
『6ゴ

ノ　く
・
ω
ず
坦≦
)

は
次

の
よ
う

に
述

ぺ
て
い
る
・
「
商
品

に
対
す
る
欲
求

を
創
造
す
る
た
め

に
、

小
売
票

消
費
者

に
隻

る
情
報
と
、

卸
票

小
売
商

に
買

わ
せ
る
た
め
に

与
え
る
情
報

は
同

じ
で
は
な

い
・
そ
の
た
め
に
、
品
質

や

サ
壱

ス
が
楚

優
れ
て
い
る
商
・叩
の
製
造
業
霞

、
何

段
階
か
の
中
間
商
人

を
通
し
て
で
は
・
自
己

の
製
品

の
優
秀
さ
ξ

い
て
の
正
確
な
情
報
を
、
消
費
者

に
与
え
る
.」
と
が
讐

い
.と

に
気
付
く
。
」

製
造
業
者
-
卸
商
-
小
売
商

(ー
消
費
者
)

の
相
互

の
関
係
が
分
断
さ
れ
て
い
て
・
製
造
業
者
が
、
卸
商

最

売
し
て
利
益
を
得
れ
ぽ
そ
れ

で
満
足
し
、
そ

の
後

旨

社
製
.叩
が
ど

の

よ
う
な
状
況

の
下

に
消
費
者

へ
販
売

さ
れ
る
か
に
は
関
知
し
な

い
よ
う
叢

引

に
お
い
て
は
、

シ

.
-
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
正
確
な
商

品
情
報
を
消
費
謹

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
品
質
管
理
も
+
分

に
行

わ
れ
る
と

は
量
。
い
讐

。
そ
の
よ
う
な
売
買
関
係

は
ト
レ
タ

ィ

ン
グ
と

言

い
・

了

ヶ
テ
ィ

ン
グ
と

墜
一茜
わ
な

い
。

こ

の
場
合

に

は
、
消
費

者

〒

ズ

に
対

し

て
重

大

な
関

心

は
払

わ

れ
な

い
。

.」
れ

に

対

し
て
、製

造
業
者
-
卸
商
1
小
売
商

(1
消
費
者
)

の
間

霜

互
依
存
関
係
が
存
在
し
・

こ
の
う
ち
の
い
ず

れ
か
の
業
者
が

リ
麦

↓

ヅ
プ
を
発
揮

し
、

.」
の
関
係

を

シ
ス
テ
ム
と
し
春

理
す
る
場
盒

は
・
正
難

商
品
纂

を
消
薯

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
逆

に
、
消
費
者

〒

ズ
を
汲
み
上
げ
、
把
握
す
る

こ
と

も

で
き

る
・

こ

の

よ

う

な

チ

ャ
ネ

ル

・
シ

ス
テ

ム

の
中

で
も

、

マ

ヅ
キ

ャ

モ

ソ
ら

の

い
う

垂

直

了

ヶ

テ

ィ

ン
グ

.
シ

ス
テ

ム
は

、

と

り

わ
け
中

問
商

人

(卸
商

小
売
商
)

の
忠
実

性

(
耳

"
ξ

)

を
高

く
保

つ
こ
と
が

可
能

な

シ

ス
一ア
ム
で
あ

る
。

.」
の
意

味

で
、

.』
の

シ
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ス
テ
ム
は
、

下

ケ
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
も

の
の
有

し
て
い
る
本
来
的
籍

薫

ら
し

て
も
、
選

か
な

っ
て
い
る
形
嬰

の
で
あ

る
・
既

述

の
よ
う

に
、

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
日
歪

お
い
て
も
、

こ
の
亥

テ
ム
は
ま
す

ま
す
大
き
な
地
位
を
占

め
る
よ
う

に
な
り

つ
つ
あ

る
が
、

.あ

、」
と

は
、
右

の
よ
う

な
意

味

で
、
必
然
的

な
傾

向

で
あ

る
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
・

四

チ

ャ
ネ

ル
の

「
適
応
」
と

「
標
準
化
」

輸
出

マ
ー
ケ
圃ア
ィ

ン
グ

.
チ
ャ
ネ

ル
を
構
築
す
る
場
合

に
、
ど
の
よ
う
な

チ
ャ
ネ

ル
が
自
社

に
と

そ

嬰

し
い
の
か
・
ま
た
そ
の
選

択
華

は
何

か
と

い
う
膿

が
あ

る
。

.」
の
場
ム
・
チ
ャ
ネ

ル
は
、
①
曇

霧

の
諸
講

・
と
り
わ
け
現
地

で
利
用
可
能
な
甕

萎

・

②
輸
出
商
.m
の
特
性
薮

量
、
③

企
業
自
身

の
規
模
、
経
舅

針
、
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

ノ
ゥ

ハ
ゥ

の
蓑

婁

ど
を
勘
案

し
て
、

最
適
な

チ
ャ
ネ

ル
が
選
択
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

チ

ャ
ネ
ル
の
構
築

に
関
す

る
.」
の
よ
う
な
問
題
藏

は
、
い
わ
ゆ

る
チ
ャ
ネ

ル
類
型
選
択
論

の
籐

に
属
す

る
も

の
で
・
そ

の
視
点

か

ら

の
輸

出

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
政

策

に

つ
い

て
は
・

旧
稿

で
考
察

し

た
。

問
題

は
、

.」
の
視
点

か
ら
の
チ
ャ
ネ

ル
研
窪

は
、

チ
ャ
ネ

ル
の
鐘

と

い
う
問
題
藏

が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
点

に
あ

る
・
こ
の

点

に

つ
い
て
考
察

し

よ
う
。

チ
ャ
ネ

ル
類
型
選
択
論

に
よ
れ
ば
、

チ
ャ
ネ

ル
の
選
択

に
影
響
を
与
え
る
諸

は
・

企
萎

因
・

商
品
要
因
・

市
鐸

因

で
あ
る
か

ら
、
当
該
企
業
が
当
該
商
晶
畜

出
す
る
た
め
に
は
、
各
国
霧

の
蕎

に
適
し
た

チ
ャ
ネ

ル
を
選
択
す

る
こ
と
が
・
霊

叢

策
と
な

る
。

し
た
が

っ
て
、

A

国

に
は
、

A
型

チ

ャ
ネ

ル

B
国

に

は
、

B
型

チ

ャ
ネ

ル
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C
国

に
は
、

C
型

チ

ャ
ネ

ル

を
難

す

る

こ
と

に
な

る
・

こ
れ

は
・

い
わ
ば

チ

ャ
ネ

ル
の

(現
地
霧

へ
の
)
懲

(
国
ユ
・・
量

9

で
あ

る
。

し
か

し

.」
の
よ
う

な

チ

ャ

ネ

ル
で

は
・
自

ら
が

チ

ャ
ネ

ル

.
キ

ャ
プ

テ

ン
差

っ
て

の
穰

的

な

チ

ャ
ネ

ル
管

理

は
期
待

で
き

ず

、

し
た
が

っ
て
効
果

的

な
輸

卑

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ
活

動

を
遂

行

で
き

な

い
恐

れ
が
あ

る
。

例

え
ぽ

ア

メ
リ

カ
市

場

で
、

シ
T

ズ

.
ロ
呉

ッ
ク

(ω
O⇔
噌ω
閑
○
①げ二」O犀
)

な
ど

の
巨
大
小

売
商

へ
の
納

品

援

存

す

る
と

・

自
社

ブ

ラ

ン
ド

の
設

定

は
困

難

で
あ

り
、

ま
た
逆

に

レ

.

.フ
の
よ
う
な
弱

小
代

理
商

へ
の
依

存
度
が
高
け
れ
ば
・
穰

的
な
輸
出
菌

讐

あ
-
・
輸
撚

齋

で
き
て
も
、
輸
賦

い
筆

罫

は
効
果
的
に
遂
行
で
き
な
い
.

こ

こ
で
も

う

一
度
確

認

し

て

お
か
な

け
れ
ぽ

な

ら
な

い

の
は
、
販

売

と

了

ケ
一ア
ー

ソ
グ

の
相
違

で
あ

る
。

つ
ま
り
、

日
用
讐

.叩
の

よ
う

な

ー

ブ

ラ

ソ
ド

の
馨

品

の
場
盒

は
・

チ

ャ
ネ

ル
管

理

の
必
要

性

が

少

な

い
の

で
、

シ
ア
美

で
も

、

レ

ッ
プ

で
も

、
問
題

は

比
較
的

少

な

い
・

し

か
し
旧
稿

で
定

義

し

た

よ
匙

、

了

ヶ
テ

ー

ソ
グ

を

璽

造
薯

が
・叩
質

(包
装
な
ど
も
含
む
)

に
工
委

.」
ら
し

た
ブ
ラ
ソ
ド
品
を
・
自
己
の
ギ

ル
ス
ラ

や
広
告
な
ど
を
使
用
し
て
、
直
欝

ξ

た
は
中
間
商
人
を
朴
鍛

)
饗

者
に
大
量
販
売

す

る
た
め
の
犠

な
活
動

で
あ

る
L
蓮

解
す

る
な
ら
ば
、

海
外

の
流
畢

猿

ど

猛

応
す

る
と

い

う
視
占
描だ
け
で
は
、

+
分

で
な

い

　ブ

ラ

ソ
ド
品

の
製
造

薯

に
と

っ
て

は
・
現
実

の
流
通

藩

を
考

慮

し

つ

つ
も

、
自
社

が

チ

ャ
ネ

ル

・
キ

ャ
.フ
テ

ソ
と

な

り
効

果
的

な

管

理

の
で
き

る

チ

ャ
ネ

ル

・
シ
ス
テ

ム
を
構

築
す

る

と

い
う
視
点

も

必
要

と
な

る
。

畠

市
場

の
事
猿

ど

量

し
た
チ
ャ
ネ

ル
を
難

す

る
こ
と
を
、
チ

ャ
ネ

ル
の
意

(
帥伽
弓
.き

・
)
と

い
う
と
す
れ
ぽ
、
各
国
市
場

ヘ

ヘ

へ

巽

通

の

チ

ャ
ネ

ル

.
シ

ス
テ

ム
を
構
築

す

を

」
と

は
、

チ

ャ
ネ

ル
の
肇

化

(
・。仲帥5
ユ
⇔
.創
陣.螢
二
。
コ
)

と

い
.兄
る
。

海
外

市

場

へ
参

入

の
当

程

・
慧

の
視
点

が
重
要

で
あ

る
が
、

や
が

て
讐

薯

源
、
す

な
わ

ち
資
金

、

マ
ー
ケ

一ア
イ

ソ
グ

.
ノ
ウ

ハ
ゥ
な

ど

の
蓄

韓

伴

い
・

よ
り
馨

的

な

了

ヶ

テ
ィ

ン
グ
を
展
開

で
き

る

チ

ャ
ネ

ル
の
蟻

、

す

な
わ

ち
垂

直

了

ケ
テ

ィ

ソ
グ

.



ヘ

ヘ

ヘ

シ
ス
テ

ム
の
構

築

(標
準
化
)
へ
と
向

か
う

こ
と
が

、

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
理

に
か
な

っ
て

い
る
。

以

上

の
意

味

で
、
輸

出

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
の
長
期

政
策

に
お

い

て
は
、

各
国
市

場

の
特
性

を
反

映

さ

せ
な
が

ら
も
・
垂

直

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
の
構

築

を

目
標

と
す

べ
き

で
あ

る
。

命

題
-

輸

出

マ
ー
ケ

テ

ィ
ン
グ

.
チ

ャ
ネ

ル
政

策

の
究

極

の
目
標

は

、
垂
直

マ
ー
ケ

テ

ィ
ン
グ

・
シ

ス

テ
ム

の
構
築

に
あ

る
。

輸 出 マ ー ケ テ ィ ソ グ ・チ ャ ネ ル の 長 期 政 策167

次
章

で
は
、

こ

の
命

題

の
下

に
、
長
期

的

、
動
態

的

チ

ャ
ネ

ル
政

策

に

つ
い
て
説

明
す

る

が
、
そ

の
前

に
、

こ

の
命

題

に
当

て
は
ま
る

事

例

を
挙

げ

て
お
く

。

昭
和

五

六
年

四
月

三
〇

日

の
日
本

経
済

新

聞

は
、

日
本

の
自

動
車

メ
ー
ヵ

1
各
社

の
対

米

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
政
策

に

つ
い

て
、
次

の
よ
う

に
報
道

し

て

い
る
。

事
例
1

(
日
本
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
各
社
)ー

「
日
米
自
動
車
問
題
は
ブ

巨
ッ
ク
U
S
T
R

(米
通
商
代
表
部
)
代
表

の
来
日
で
事
実
上
の
決
着

へ
向

か
う
が
、
自
動
車

メ
ー

カ
ー
各
社

は
ポ

ス
ト
対
米
輸

出
抑
制
策

の
第

一
歩

と
し
て
、
早
く
も
米

デ

ィ
ー
ラ
ー

(
販
売
店
)

の
再
整
備

に
取

り
組

も

う
と

し
て

い
る
。

日
本
車

の
対
米
輸

出
台
数

に
事
実

上

一
定

の
ワ
ク
が
は

め
ら

れ
る

一
方

で
、
米

G
M

(
ゼ
ネ

ラ

ル

・
モ
ー
タ
ー
ズ
)

の
J
カ

ー
な

ど

の
輸
入
対
抗
車
が
本
格

的

に
米
市
場

に
出
回

っ
て
く

る
た
め
、
デ

ィ
ー
ラ
ー
の

〃
日
本
車
離

れ
〃
が
起

こ
る
事
態
も

予
想
さ
れ
る

か
ら
だ
。

ト

ヨ
タ
自

動

車
、

日
産
自
動
車

は
デ

ィ
ー
ラ
i
数

の
量

的
拡

大

か
ら
質
的
充
実

へ
の
転

換

を
打

ち
出

し
、
口
本
車

だ
け

の
販
売

を
扱

う

い
わ
ゆ

る

〃
専
売
デ

ィ
ー

ラ
ー
〃

の
維
持

や
育
成

に
全
力
を
挙
げ

る
構

え
。
ま
た
本

田
技
研

工
業

、
東
洋

工
業
な
ど
対
米
輸
出
後
発

組
や
独
自
販
売
網

を
持
た
な

い
三
菱
自
動
車

工
業

、
販
売
網

を
新
設

し
た
ば

か
り

の

い
す

父
自
動
車

は
、
な

お

一
段
と
デ

ィ
ー
ラ
ー
網

を
拡
充
す

る
必
要

に
迫
ら
れ

て
お
り
・
商
社

と

の
連
携

を
強

め
る
動

き
も
出

て
き

た
。

(
中
略
)

輸
出
抑
制
体
制

に
備
・兄
て
日
本

の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
各
社

は
、
米
国
市
場

で

の
デ

ィ
ー
ラ
ー
対
策

に
本
格
的

に
取
り
組

み
始

め
た
。
す

で

に
千

百
社

に
の
ぼ
る
デ

ィ
ー
ラ
!
網

を
整
備

し

て
い
る

ト

ヨ
タ
、

日
産

で
は
、
専
売
デ

ィ
ー

ラ
ー
の
割
合
を
現
在

の
約

六
割

か
ら
八
割

前
後

に
引
き

上
げ

・

〃
直
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参

"
デ

ィ
ー
ラ
ー
の
育

成

に
全
力
を
挙
げ

て
取

り
組
む
方
針
。
結
果

と
し

て
デ

ィ
ー
ラ

ー
数
が

減
少
す

る

の
も

や
む
を
、兄
な

い
と

し
、
デ

ィ
ー
ラ
ー

の

量
的
拡
大

か
ら
質
的
充

実

へ
の
方
針
転
換

を
明

ら

か
に
し
て

い
る
。

こ
れ

に
対

し
て
、
中

下
位

メ
ー
カ
ー
は
お
家

の
事
情
が

か
ら

み
よ
り
苦
し

い
立
場

に
あ

る
。

い
ず
れ

も
、
対
米
輸

出

の
後
発

メ
ー
カ
ー
だ
け

に
、
デ

ィ
ー
ラ

ー
の
量
的
拡

大

と
質
的
充
実

の
両
方

を
追

い
求

め
な
け

れ
ぽ

な
ら
な

い
立
場

に
置

か
れ

て

い
る
か
ら
だ
。

た
と
え
ば

、

本

田

は
現
在

七
百
四
十

の
デ

ィ
ラ
ー
を
抱

え
て

い
る
が

、

こ
の
う

ち

本

田
車
だ
け
を
扱

っ
て

い

る
専
売

デ

ィ
ラ
1
は
約
四
割
し

か
な

い
。

し
か
も
、
本

田

は
オ

ハ
イ
オ
州

の
乗
用
車

工
場

が
来
年
稼
働

し
、

そ

の
販

売

の
た

め
に
デ

ィ
ー
ラ
ー
の
絶
対
数
も
増

や
さ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
と

い
う
事

情
が
あ

る
。

三
菱
自
工
は
提
携
先

の
米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
最

売
網
を
に
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
ク
社
が

「
K
カ
⊥

中
心
の
販
売
政
策
を
と
り
が
ち
の
た
め
立
場
は

弱

い
・
こ
の
た
め
三
菱
皇

で
は
阜

鼓

売
網
設
置
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ

て
お
り
、
こ
の
見
返
り
と
し
て
之

ブ
イ
ろ

フ
ゐ

小
型
車
生
産

に
協
力
す

る
包
括
案
を
提
示
し
交
渉
を
急
い
で
い
る
・
同
社
と
し
て
は
・あ

問
題
に
決
着
を
つ
け
た
あ
と
は
三
菱
商
事
と
協
力
、
米
国
販
売
網
整
備
に
本
腰
を
入

れ

る
構

え
。

い
重

は
米
G
M
の
販
売
系
列

か
ら
離
れ
て
、
昨
年
六
月
、
伊
藤
忠
商
事
と
の
蕎

出
資

で
米
国
に
独
自

の
販
売
店
を
設
立
、
四
月
か
ら
約

二
百
店

の
デ

ィ
ー
ラ
ー
で
営
業

を
開
始

し

た
ぼ

か
り
。
商
社

と
共
同

で
デ

ィ
ー

ラ
ー
網

の
充

実
拡
大

に
全
力
を
上
げ

る
構

え
だ
。

要

す

る

に
、

ト

ヨ
タ
、

日
産

の
先

発

企
業

は
専
売

デ

ィ
ー

ラ
ー
を

六
割

か
ら
八
割

程
度

に
引

上
げ

る

こ
と

を
目
標

に
し
、
専

売

デ

ィ

ー

ラ
ゐ

割
合

が
高

い
こ
と
・

本

田
は
約
四
割

に
す
ぎ
な

い
こ
と
、

三
菱
皇

に
至

っ
て
は
ク
一フ
イ

ろ

了

に
販
売
網
を
に
ぎ

ら

れ
て
お

り
・
将

来
商

社

の
協
力

を
得

て
販
売

網

を
整

備
す

る

レ」
と

が
目

標

で
あ

る

こ
と

、

い
す

y
は
商
社

と
共

同

で
、
最

近
デ

ィ
上

フ
ー
網

を
作

っ
た
ば

か

り

で
あ

る

こ
と

が
報
道

さ

れ

て

い
る
。

結
局

・

三
菱

皇

や

い
宴

は
・
現

時
点

に
お
け

る
自

社

に
と

っ
て

の
最
適

な

チ

ャ
ネ

ル
と

し

て
、
商

社

と
共
同

の

チ

ャ
ネ

ル
を
選

択

し
・

ト

ヨ
タ
や

日
産

は
・
す

で

量

直

了

ヶ
テ

ィ

ソ
グ

・
シ

ス
テ

ム

(契
約

シ
ス
テ
ム
)
を
糞

し
、
そ

れ
ら

を
さ
ら

に
強

固
な
も

の

に

す

る

こ
と

を
目
標

と

し

て

い
る
段
階

に
達

し

て

い
る

こ
と
が

わ

か
る
。



五

垂
直

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ

ム
の
構
築

前

章

で
掲

げ

た
命

題

の
下

に
、
垂
直

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
シ

ス
テ

ム
構
築

の
た

め

の

ス
テ

ッ
プ

を
、

に
、
説

明
す

る
。

日
本
が
輸
出
国
の
場
合
を
念
頭

輸 出マ ーケテ ィソ グ ・チ ャネルの長期政策

図1A社 の輸 出係

社 長 室

Zss

e

本
社

の
輸
出
体
制

(
1
)

本
社

の
組
織

(
輸
出
係

か
ら
輸
出
本
部

へ
)

輸
出
組
織

の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
貿
易
経
営
論
に
お
け

る
組
織

の
問
題
と
し
て
研
究

さ
れ
る
ぺ
き

で
あ
る
が
、

チ
ャ
ネ

ル

・
リ
ー
ダ

ー

自
身
も

チ
ャ
ネ

ル

.
メ
ン
バ
ー
の

一
員

で
あ

る
と
い
う
認
識

の
も
と

に
、
本
社

の
輸
出
組
織

の
発
展
過
程

の
概
要
を
説
明
す
る
。

輸
出
担
当
者

国境

(注)① 輸出担当者は3名 。

②英語以外の雷葉を必要とする市場
の場合に,商 社を利用 している。

ω

輸
出
係
…
…
輸
出

の
最
も
初
期

の
段
階

で
は
、
国
内
営
業
部

の
中

か
ら

一
名

か
二
名
が
輸

出
係
と

し
て
任
命

さ
れ
る
。
中
小
企
業
が
海
外
市

場

ヘ
デ
ビ

ュ
ー
す
る
き

っ
か
け
は
、
国
際
見
本
市

へ
の
出
品
と

い
う

ケ
ー
ス
が
比
較
的
多

い
。
例
え

ば
輸
出
比
率
が
五
〇
%

を
越
え
る
ペ

ン
テ

ル
の
場

合
も
、
社
長
自
ら
が
、
同
社

の
開
発

し
た

「
サ
イ

ン
ペ
ン
」
を

シ
カ
ゴ
の
見
本
市

に
出

品

し

た

の
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が
・

き

っ
か
け

で
あ

っ
た
・

こ

の
他
、
商

社

が
輸

出
商
談

を
持

ち
込

む

こ
と
も

あ

り
、
技

術
情

報
誌

へ
の
屋

口
、

ジ

ェ
ト

。
や
商

工
会

議

所

な
ど

の
貿

易
関

係
機

関

を
利
用

す

る
方

法

も
あ

る
。

輸

出
係

の
配
置

に
は
、
営

業
部

に
所

属

さ

せ

る
場
合

と

、

ト

ッ
プ

・
マ
ネ
ジ

メ

ソ
ト

へ
直

属

さ

せ
る
場
合

が
あ

る
が

、

こ
れ

を
保

護

.

育
成
し
よ
う
と
す
る
経
営
方
針
が
あ

る
な
ら
ば
、
後
者
が
望
芒

い
。
図
・
の
A
社

は
.」
の
事
例

で
あ

る
。
や
が
て
輸
出
額
が
増
.比
、
輸

出
係

の
人
数
が
増
え
る
と
、
課
に
昇
格
す

る
。

②

輸

出

課

…
…
課

長

の
下

に
、
課

員
数

名

を
配

置
す

る

(図
2
参
照
)
。

こ

の
段
階

で
、

一
応

の
輸

出
組
織

は
で
き

た

こ
と

に
な

る

が

・

チ

ャ
ネ

ル
の

シ

ス
テ

ム
と

し

て

の

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
は
ほ
と

ん
ど

で
き

な

い
。

そ

れ
ど

こ
ろ
か
、
社

内

で

の
地

位
が

不
安
定

で
あ

り
、

様

様

な
問
題

が

生
ず

る

こ
と
が
あ

る
。
例

え
ば

、
輸

出
課

の
設

立

当
初

は
赤

字

に
な

る

こ
と
も
多

く

、
他

の
部
署

か
ら
非
難

の
声

が
出

る

こ
と

が
あ

る
・
箆

営

業

部
長

が
内

地
畑

出
身

の
場
合

(多
く
の
場
合
、
そ
う
な
の
で
あ
る
が
)
、

輸

出
業

務

に
無

理
解

な

.」
と
が
あ

り
、
課

長
、
課
員
と
も
に
神
経
を
磨
り
減
ら
す

こ
と
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
長
期
的
な
方

1
業
務
部

図2B社 の貿易課の組織

○○製品事業部1

1
営
業
部
ー

1
機
械
部

1
技
術
部

ー
開
発
部

1
内
地
課

ー
貿

易
課
!

ー国境
ー
代

理

店

1
現
地
法
人

ー

ユ

ー

ザ

ー

(注)貿 易課員は7名 。

針
と
し
て
、
海
外
事
業
部
門
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ぽ
、
経
営
陣
が
そ

の
旨

を
社
内

に
周
知
徹
底
さ
せ
、
全
社
的
な
理
解

を
得
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
場
合

に
よ

っ

て
は
、
輸
出
係

の
場
合
と
同
様

に
、
当
初
は
輸
出
課
を
営
業
部
内

に
設
け
ず
、

ト

ッ
プ

の
直
属
組
織
と
す

る
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
ず
、
そ

の
場
合
も
、
社
内

に
そ

の
趣
旨
を
説
明
し
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
な

い
。

㈲

輸

出
部

(貿
易
部
、
外
国
部
)
…

…
輸

出
額

が

さ
ら

に
増
大
す

る
と
、
従



171輸 出 マ ー ケ テ ィ ソ グ ・チ ャネ ル の長 期 政 策

ω

輸
出
本
部

(海
外
事
業
本
部
)
…
…
従
来

一
つ
で
あ

っ
た
部
が

い
く

つ
か
の
部

に
分
か
れ
た
形
態

で
あ

る
。

こ
の
段
階

に
至

る

と
、
輸

出
本
部
長

に
は
大
幅

な
権
限

(
と
責
任
)
、の
委
譲
が
な
さ
れ
、
現
地
法
人
、
海
外
支
店

、
駐
在
員
事
務
所
な
ど
の
海
外
拠
点

の
統
括

業
務
も
出
て
く
る
。

経
営
組
織
上
か
ら
い
え
ば
、

本
部
長

の
下

に
、

ラ
イ

ン

・
ア
ン
ド

・
ス
タ

ッ
フ
組
織
が
設
け
ら
れ
、

①
独
立
採
算

来

一
つ
で
あ

っ
た
輸

出
課

が

い
く

つ
か

の
課

に
分

か
れ

て
、
輸

出
部

が
成

立
す

る
。

こ

の
組
織

に
は

二

つ
の

タ
イ

プ
が
あ

る
。

一
つ
は
市

場

別

の
組

織

(
図
3
1

1
参
照
)
で
あ

り

、
他

は
商

品

別

の
組

織

(
図
3
1
2
参
照
)
で
あ

る
。

市

場
別
組

織

は
特
定

商

品

の
専

門

メ
ー
カ

ー
に
向

い
て

お
り
、
商

品

別
組
織

は
製

品

ラ
イ

ソ
が

多

い

メ
ー

カ
ー

に
適

し
て

い
る
。

い
ず

れ

に
せ
よ
、
輸

出
部

の
段
階

に
な

る
と

、
部
内

は
輸

出

と

い
う
仕
事

で
ま

と
ま

り
、
組
織

も

で
き

て

い
る
た

め
、

輸

出
課
時

代

よ
り
も
業

務

の
遂
行

が

円
滑

に
ゆ

く

こ
と

が
多

い
。

図3-1C社 の貿易部の組織

貿 易 部

貿易管理課

-
第
二
課
-

盈

靴

南

米米
)

1
第

一
課
ー

⊥
乗

畔

加
ッ
鄭
)

⊥

係
(東
南
ア
ジ
ア

オ
セ
ア

ニ
ア

ア

フ

リ

カ
)

(注)C社 は昭和58年 まで この組織 で,

現在 は図4-1の よ うに組織変更 し

ている。

図3-2D社 の外国部の組織

外 国 部
i

1
海
外
業
務
課

ー
外

国

課

B
製
品
販
売
係

ー

A
製
品
販
売
係

(注)① 本社の外国部員は20名。

②海外業務課は2名 で,現 地法人
の支援のための庶務的業務を行っ

ている。
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図4-2D社 の海外営業本部の組織

海外営業本部

輸

出

入

課

図4-1C社 の貿易部門の組織

貿 易 管 理 室
f

i
貿
易

篁

蔀

第

課

貿
易
第

部
[

1
第 第

課 課

i
海

外
サ

1
ビ
ス
a

セ

ソ

タ

1

(注)本 社の貿易部門の人員は40名。

i
1

貿易管理部
1

1
企

画

課

1
業

務

課

i

貿 易 部
i

llil

産 北 ア 欧 米

業 ア ≠ 州 国

機 ジ ・
大 課 課器 ア
洋

課 課 州
課

(注)本 社の海外営業本部の人員は48名。

図4-3E社 の海外営業本部

ー
販
売
企
画
部
1

ー
営
業
第

一
部
ー

ー
営
業
第
二
部
ー

ー
営
業
第
三
部
1

i
市
場
開
発
部

ー
販

売

促

進

課

ー
販

売

企

画

課

ー
欧

州

課

1
販

社

課

ー
中

南

米

課

北

米

課

ー

ア

ジ

ア

課

　

ー

ア
ジ
ア

・
中
近

東
課

銘淵

1
本

部

室
ー
ー
-
経

営

計

画

課

1
管

理

部
1

i
業

務

課

ー
受

渡

課

ー
総

務

課

(注)本 社の海外営業本部の人員}

制
、
②
権
限

(
と
責
任
)
の
明
確
化
、
③

運
営
方
針

の
迅
速
化
を

ね

ら

い

と
し

て
、
事
業
部
制
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
が

(
2

)

あ

る
。

輸
出
部

の
説
明

で
掲
げ

た
図
3
1

1

の
C
社

は
、
輸
出
本
部
と
い
う
名
称

は

用

い
て

い
な

い
が
、
現
在

で
は
図
4
-

1
の
よ
う
な
組
織

に
変
更

し
て

い
る
。

以
前
と
比

ぺ
て
、
海
外

サ
ー
ビ

ス

.
セ

ン
タ
ー
が
貿
易
管
理
室

の
直
属

に
な

っ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ

の

組
織

で
は
船
積
書
類

の
受
渡

し
な
ど
の

貿
易
実
務

は
、
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
図
4
1

2
は
D
社

の

海
外
営
業
本
部

の
組
織
で
あ
り
、

こ
こ

で
は
輸
出
入
課
が

一
括
し
て
そ

の
よ
う

な
実
務

を
担
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
規

模
が
大
き
く
な
る
と
、
E
社

の
組
織
図



(
図
4
1
3
)
に
み
ら

れ

る
販

売

企
画
部

や
市

場
開

発
部

の
よ
う

に
、

れ

る
。

輸
出

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
の
部
が
設
け
ら
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㈲

輸
出
子
会
社
…
…

メ
ー
カ
ー
の
輸
出
部
ま
た
は
輸
出
本
部
が
大
き
く
な
る
と
、

こ
れ
を
独
立
さ
せ
、
輸
出

(輸
入
、
国
内
事
業
を

含
む
)
の
た
め
の
子
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
が
あ

る
。

こ
れ
は
、
①
組
織

の
肥
大
化
防
止
、

②
損
益

の
明
確
化
、
③
税
金
対
策
、
④
人
事

対
策

(本
社
か
ら
子
会
社

へ
の
役
員
派
遣
)
な
ど
を
目
的

と
す
る
。
反
面
、
①
消
費
者

や
小
売
店

の
情
報
が
生
産
部
門

へ
正
確

に
伝

わ

ら
な

い
、
②

迅
速

に
対
応

で
き
な

い
な
ど
の
欠
点
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

し
た
が

っ
て
輸
出
子
会
社

の
設
立
は
、

一
概

に
良

い
、
悪

い
と
言
え
な

い
。
近
年

の
例
で
は
、
昭
和
五
七
年

に
、

ト

ヨ
タ
自
動
車
工
業

と
、
そ

の
販
売
会
社

で
あ

る
ト

ヨ
タ
自
動
車
販
売
が
、

"
小
型
車
戦
争
"

の
激
化
を
前

に
、
惰
報

の

一
元
化
と
物
事

へ
の
迅
速
な
対
応
を

目
的

に
、
合
併
し
た
。

こ
の
場
合
、
輸
出
戦
略

で
、
貿
易
摩
擦

や
政
治
問
題
な
ど
が
か
ら
み
、

ト
ヨ
タ
自
販

の
独
自

の
判
断

で
は
行
動
で

(
3

)

き
な
く
な

っ
た
こ
と
も

一
因
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
対
照
的
な

の
は
松
下

グ

ル
ー
プ
で
あ

る
。
同
グ

ル
ー
プ

の
海
外
部
門
は
、
松
下
電
器
産
業
が
企
画
立
案
し
、
松
下
電
器
貿
易
が

実
務
を
担
当
す
る
と

い
う
二
本
立
て
で
あ

っ
た
が
、
昭
和
五
九
年

に
業
務
、
人
員
を
松
下
電
器
貿
易

に
全
面
移
管

し
た
。
松
下

の
海
外

で

の
生
産

・
販
売
法
人

は
三
七
力
国
八
〇
社

で
、

日
本
企
業
と
し
て
は
最
大

の
海
外
拠
点

を
展
開

し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
三
国
間
貿
易
や
国
際
分
業

な
ど
多
様
な
手
段
で
有
機
的

に
結
び
な
が
ら
、
全
世
界
的
規
模

で
海
外
戦
略

を
展
開
し
て
い
く
た
め
、
海
外

(
4

)

部
門

を

=
兀
化
し
、
機
動
力
を
強
化
す

る
と
同
時

に
責
任
体
制
を
明
確
化
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

以
上
、
輸
出
係
、
輸
出
課
、
輸
出
部
、
輸
出
本
部
、
輸
出
子
会
社

に
つ
い
て
、
そ

の
機
能
と
組
織

の
概
要
を
説
明
し
た
が
、
本
稿

の
主
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要

な
関

心
事

で
あ

る
垂

直

マ
!
ヶ

テ
ィ

ソ
グ

・
シ
ス
テ

ム
に

つ

い
て

い
え
ば

、

こ
れ

を
実

現

で
き

る
可
能

性

の
あ

る
組
織

は
、
輸

出
部

、

輸

出
本
部

、
輸

出
子

会

社

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
長
期

的

に

は
、

輸

出
係
↓

輸
出

課
↓

輸

出
部
↓

輸
出
本

部

(↓
輸
出
子
会
社
)
と

い
う
方

向

へ
の
発

展

が
目

標

と
な

る
。

(
2
)

ブ

ラ

ソ
ド

(
O

E

M
輸

出

か
ら
自

社
ブ

ラ

ソ
ド
輸

出

へ
)

　
ら

　

O
E

M

(O
話

ぎ
巴

国
ρ
三
b
ヨ
Φ
暮

竃
雪
ロ
h碧
ε
9

αq
)

輸

出

に

つ
い
て
は
旧
稿

で
説
明

し

た
が

、
論

旨

の
展

開

上
、
重

複
す

る
部
分

も
あ

る

が
、
説
明

す

る
。

O

E

M
輸

出

は
、
輸

出
側

に
と

っ
て

は
、

量
産

効
果

に
よ

る

コ
ス
ト

・
ダ

ウ

ン
、
輸

出
額

の
増

大
、

相
手

先
が
有

名

企
業

で
あ

れ
ば

、

納

品

に
よ
る
信
用
増

加

な

ど

の

メ
リ

ッ
ト
が
あ

る
。

と

こ
ろ
が

O

E
M
輪

出

で

は
、
利

益

率
が
低

め

に
な

り
、
輸

出
額

も
納
品

先

の
意

向

に
従

属
す

る

こ
と

に
な

る
。

ま

た
相

手

企
業

が
自
社

生
産

に
切

り
替

え

た
場
合

に

は
、
契

約

を
切

ら
れ

る

こ
と

に
も

な

る
。
さ

ら

に
致

命

的

な

こ
と

は
、

い

つ
ま

で
た

っ
て
も
当

該
市

場

に
自

社

ブ

ラ

ソ
ド

を
浸

透

さ

せ
る

こ
と
が

で
き

な

い
と

い
う

欠
点

が
あ

る
。

資

金
量

・
人
材

、
海

外

ビ

ジ
ネ

ス
の

ノ
ゥ

ハ
ゥ
な

ど
経
営

諸
資

源

の
蓄

積
が
少

な

い
場
合

、

O

E
M
輸

出

で
も

満

足

し
な

け
れ

ば
な

ら

な

い
こ
と
も
あ

る
が
、

長

期
的

な
方
針

と

し

て

は
、

自
社

ブ

ラ

ン
ド

に
よ

る
輸

出

に
切

り
換
え

る

べ
き

で
あ

る

(但
し
、
製
品
差
別
化
政
策

を
実
施
し
難
い
標
準
化
さ
れ
た
製
品
の
場
合
は
、

O
E
M
輸
出
で
よ
い
こ
と
も
あ
る
)
。

そ

の
根

拠

に

つ
い
て
は
既

に
述

べ

た
が

、
要
約

し

て

一
口

で
言

え
ば

・
ブ

ラ

ン
ド

の
使

用

に
よ
る
製

品
差

別
化

政
策

と
、

そ

れ

に
よ

る

椚
市

場
価

格

以
上

で
の
販

売
L

こ
そ
が
、

マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ

の
核

(OO
HO)

を

な
す

の
で
あ

る
。

O

E
M
輸

出

か
ら
自

社

ブ

ラ

ン
ド
輸

出

へ
切

り
換

え

る
方

法

と

し

て
、

O

E
M
輸

出
↓

O

E

M
輸

出

+
自

社

ブ

ラ

ン
ド
輸

出

↓
自

社

ブ

ラ

ン
ド
輸

出
↓
現

地

生
産

.
販
売



と

い
う
長
期

戦

略
が

あ

る
。
す

な
わ

ち
、

海
外
市

場

へ
の
参

入
当
初

は
、
自

社

ブ

ラ

ン
ド
品

の
輸

出

に

つ
い
て

は
多
く

を
望

め
な

い
た

め

O

E
M
輸
出

も

並
行

し

て
行

い
、
量
産

効
果

に
よ

る

コ
ス
ト
減

を
図

る
。
そ

の
間

に
プ

ロ
モ
ー

シ

ョ
ン
活

動

を
積

み
上
げ

、

ま
た

チ

ャ
ネ

ル
を
構

築
、

強

化
し

、
徐

々
に
自

社

ブ

ラ

ン
ド

に
よ

る
輸

出
を

増

や
し
、

や
が

て
総

て
を
自

社

ブ

ラ

ン
ド
製

品

に
切

り
換

え
・

さ

ら

に
は

現

地
生
産

に
ま

で
も

っ
て
ゆ

こ
う

と

い
う
戦
略

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
戦
略

の
事
例

と

し

て
は
、
松

下
電

器
産

業

の
ア

メ
リ
カ
市

場

へ
の

P
P
C

(普
通
紙
峯

機
)
の
輸
出
戦
略
が
あ
り
・
旧
稿

に
掲
げ
藁

い
ず

れ

に
せ

よ
、
輸

出

マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ
は
、
自

社

ブ

ラ

ン
ド
製

品

の
輸

出

を
前

提

と
し

て

い
る
。
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(
3
)

輸
出
形
態

(
間
接
輸
出
か
ら
直
接
輸
出

へ
)

製
造
業
者
が
輸
出
地

の
商
社

(自
己
の
販
売
子
会
社
を
除
く
)
を
利
用
し
て
輸
出
す
る
取
引
形
態
を
、

間
接
輸
出
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
で

は

メ
ー
カ
ー
が
直
接
輸

出
を
行
う

の
が

一
般
的

で
あ

る
が
、
日
本

で
は
総
合
商
社
、
専
門
商
社
、
中
小
零
細
商
社
な
ど
多
く

の
貿
易
商
社

が
存
在
し
、
間
接
輸
出

の
方
が
多

い
。

メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
の
間
接
輸
出
の
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、

一
般

に
次

の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①

商
社

マ
ン
は
貿
易
実
務

に
詳

し
く
、
海
外
事
情

に
も
明
る
く
、
語
学
も
優
秀

で
あ

る
。
特

に
英
語
以
外

の
語
学
力
を
要
す
る
市
場

で
は
、
中
小

メ
ー
カ
ー
で
、
そ

の
よ
う
な
語
学
力

を
も

つ
人
材
が

い
な
い
場
合
、
役

に
立

つ
。

②

ク
レ
ー

ム
に
直

接
か
か
わ
ら
な
く

て
よ
い
。

③

市
場
開
拓

の
た

め
に
多
額

の
投
資
を
す
る
必
要
が
な
く
、
商
社

の
海
外
販
売
網
を
た
だ
ち
に
利
用
で
き

る
。

④

商
社

の
資
金
援
助

を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤

市

場
か
ら
撤
退
す

る
時

に
簡
単
で
、
し
か
も
損
失
が
少

な
い
。

⑥

近
年

の
専
門
商
社

の
中

に
は
、

ス
ト

ッ
ク

・
ポ
イ

ン
ト
、

展
示
場
な
ど
を
設
け
、

積
極
的
な
販
売
促
進
活
動
を
行
う

商
社
も
あ
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り
、
利

用

で
き

る
。

以

上

の
メ

リ

ッ
ト
に
も

か
か

わ
ら
ず

、
ブ

ラ

ソ
ド
品

の
輸

出

を
行

う
場
合

に
限

っ
て

い
え

ば
、

海
外

市
場

へ
の
参

入
当

初

か
ら
直

接
輸

出

を
行

う

こ
と
が

望

ま
し

い
。
当

初

は
間
接

輸
出

を
行

い
、

輸
出
額

が
大
き

く
な

っ
た
段
階

で
直

接

輸
出

に
切

り
換
、兄
る

と

い
う

方
法

も

あ

る
が

、
「
い
ま

ま

で
商
社

の
世
話

に
な

っ
て

い
た

の
だ

か
ら
」

と

い
う

日
本

的

義

理

や
惰

性

が

入

る
可
能
性

が
あ

る
。

そ

れ
以

上

に
重

要

な
こ
と
は
、
商
社

羅

外
販
売

を
依
頼
す
る
と
、

い
つ
ま

で
た

っ
て
轟

外

ビ
ジ
ネ

ス
活
動

に
関
す

る
ノ
ゥ

ハ
ウ
が

メ
ー
カ
ー
に
疇

せ
ず

、

長
期

的

に
は
現

地
法

人

の
設

立
な

ど

の
国
際
的

展

開

に
遅

れ

を
と

る

こ
と

が
あ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て

は
実
証

的
研

究

が
あ

り
、

「
商

社

は

メ
ー
カ

ー

の
国
際

化

を
短
期

的

に
は
促

進

し

て
も

、
長

期
的

に
は
阻
害

す

る
」

と

い
う

。

一
方

、
直

接

輸
出

の

メ
リ

ッ
ト
を

ま

と

め
る
と
、

左
記

の
通

り

で
あ

る
。

①

当

該
市

場

に
関

す

る
知

識

・
情

報

を

入
手

し
や
す

い
。

②

自
社

製
品

に
対

す

る
希

望

、

苦

情

な
ど

を
直

接
的

に
聞

く

こ
と
が

で
き

る

な
ど
、

消
費

者

ニ
ー
ズ
を

よ
り
直

接
的

に
把
握

で
き

る
。

③

迅
速

で
適

切

な
対
策

を
と
り

や
す

い
。

④

機
械

な

ど

の
操

作
方

法

や
設

置

に

つ

い

て

の
事
前

指
導

(
プ
レ

・
ケ
ア
ー
)
や

メ

ソ
テ
ナ

ソ

ス
な

ど

の
ア

フ
タ

ー

.
サ
ー
ビ

ス
を

実
施

し
や
す

い
。

⑤

マ
!

ヶ
テ

ィ

ン
グ

に
イ

ニ
シ

ァ
テ

ィ
ヴ
が

と
れ

、
必
要

な

コ
ソ
ト

ロ
ー

ル
が

で
き

る
。

⑥

以

上

に
よ
り
自

社

ブ

ラ

ン
ド

の
浸
透

に
適

し

て

い
る
。

⑦

自

社

に
海
外

ビ

ジ

ネ

ス
に
関

す

る

ノ
ウ

ハ
ウ
が
蓄

積
す

る
。

以

上
要
す

る

に
・
直

接

輸
出

は
垂
直

マ
ー
ヶ

テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ

ム
構
築

の
た

め

の
第

一
歩

な

の
で
あ

り
、
自

社

ブ

ラ

ソ
ド
品

の
輸

出



マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
た
め
に
は
、
直
接
輸
出
が
望
ま
し
い
。
初

め
か
ら
自
社
ブ

ラ
ン
ド
輸

出
を
貫
く
こ
と
が
原
則
で
あ

る
が
・
長
期
的
な

チ
ャ
ネ

ル
政
策
と
し
て
、

間
接
輸
出
↓
間
接
輸
出
+
直
接
輸
出
↓
直
接
輸
出

と

い
う
段
階

を
ふ
む
方
法
も
あ
る
。

輸 出 マ ー ケ テ ィ ソ グ ・チ ャ ネ ル の 長 期 政 策177

⇔

海
外
拠
点
の
形
態

(駐
在
員
事
務
所
か
ら
現
地
法
人
へ
)

輸
出
課
や
輸
出
部
な
ど
を
設
置

し
て
直
蕎

出
を
行
う
場
合
、
海
外

の
取
引
先
と

の
打
合

せ
や
現
地

の
市
場
調
査
な
ど
の
た
め
・
海
外

出
張
が
必
要
と
な
る
。
輸
出
が
増
・そ

く
る
と
海
外
出
張
で
は
足
り
ず
、
現
地
に
拠
点
を
設
け
る
必
票

出
て
く
る
・
当
初
は
駐
在
員
事

務
所

で
も
よ

い
が
、
や
が

て
縫

外
支
店

の
設
置
、
さ
ら

に
鏡

地
法
人
と
し
て
の
販
売
会
社

の
設
置

へ
と
発

展
し
て
ゆ
く

こ
と
が
望
ま

し

い
。
以
下
、
駐
在
員
事
務
所
、
海
外
支
店
、
現
地
法
人

の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
機
能
、
設
立
と
運
営

に
あ

た

っ
て
の
要
点
な
ど
を
説

明
す
る
。

ω

駐
在

員
事
務

所

(器
寓
。ωΦ葺
p
口
く
o
o
感
8

…
冨

ぎ

ロ

o
窪
8
)

…
…
機

能

、
設

立
、

設
置

場
所

、
運
営

の
概

要

を
説
明

す

る
。

.
機
能
…
…
O
E
M
輸
出
の
場
A
、
、
駐
在
員
霧

所

の
機
能

は
、
納
品
先
と

の
連
絡
業
禁

中
心
で
あ
る
・
聞
接
輸
出
の
場
合
は
・
製

.
悶
の
使
用
法
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
指
導
、
そ

の
他

ア
フ
タ
:

サ
壱

棄

禁

中
心
と
な
る
。
本
稿
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
自
社
ブ

ラ

ン
ド
品

の
直

接

輸
出

の
場

A
口
に

は
、
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー

タ

ー
や
輸

入
業

者

と
本

社

と

の
間

に
入

り
、
注
文

や

オ

フ
ァ
ー

の
取
次

、
商

談

の
打
合

せ
を
行

っ
た

り
、
海

外

販
売
代

理
店

の
販
売
活

動

の
援
助

、
促

進

を
行

う

こ
と
が

多

い
。
ま

た
消
費

者

ニ
ー
ズ
な

ど

に
関
す

る

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

.
リ

サ
ー
チ
、
技

術

指
導

、
支

店

、
現

地
法
人

の
設
立

の
た

め
の
調

査

な

ど

の
業
務

を
行

う

こ
と
も
あ

る
。
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駐
在
員
霧

所

の
機
能

に
関
し
て
留
意

し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
の
は
、
駐

員
霧

所

は
、
纂

行
嚢

行

っ
て
は
な
ら
な

い
と

い
う

票

多

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
・
多
く

の
国

で
は
、
畠

民

の
雇
羅

会

の
確
保
を
重
視
す
る
た
め
、
外
国
人

の
労
働

ξ

い
て
制
限
を

設
け
る
か
ら

で
あ

る
・
も

っ
と
も
何
が
纂

行
為

で
あ

る
か
は
、
国

に
よ

っ
て
異
な
る
。

ア
メ
リ
カ
の
場
盒

、

.」
の
点

に
學

る
判
例

の
集
禁

あ

り
・

ア
メ
易

国
内

に
お
け
る
商
品

の
引
き
渡

し
、

ア
ー

カ
国
内

の
固
魂

設
を
通
じ

て
の
引
合

い
の
勧
誘
、
商
談

の
実

行
・

契
約

の
締
結
な
ど

は
・

肇

行
為

(
♂
。
凝

げ
琶

需
。・ω、.)

で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
営
業
行
為
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
国

に
お
い
て

は
・
駐
在
員
は
契
約
謹

サ
イ

ソ
し
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
詳
細

ξ

い
て
は
、
現
地

の
役
所
、
弁
護
士
に
問

い
倉

る

こ
と
が
必

　

で
あ

る
む

.
設
立
…

設
立

に
あ
た

っ
て
・

呆

国
内

に
お
い
て
は
何
ら

の
許
可

・
届
出
を
必
要
と

し
な

い
が
、

現
地

に
お
い
て
は
本
社

の
定

款
・
登
記
簿
抄
本
・
駐

暴

務
所

の
袋

莚

任
届
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
多

い
。
但
し
、
駐

暴

務
所

の
設
妾

の
も

の
が
、
正

式

に
は
認
め
ら
れ
な
い
国
が
あ

る
。

●
設
霧

所
…

。
E
M
輸
出

の
場
盒

納
品
先

の
霧

所
内

に
、
間
接
輸
出

の
馨

は
商
社

の
舞

妻

所
内

に
盤

す

る
.」
と
が

多

い
が
・
自
社
ブ
ラ

ソ
ド

に
よ
る
直
接
輸
出
の
場
合
は
、
独
立

の
霧

所
を
設
置
す
る
.」
と
が
望
ま
し

い
。

そ
れ
が
困
讐

場
合

は
・
舞

共
同
霧

所

の
利
用
と

い
う
方
法
も
あ
る
。
共
同
霧

所
を
設
置
す

る
た
め
の
調
査

ξ

い
て
は
、

一

定

の
要
件
を
蓮

す
場
盒

は
、
東
京
都
、
愛
知
県
、
兵
庫
県

で
は
五
・
%

の
礪

を
出

し
て
い
る
.
ま
菟

書

治
体

の
出
資

に
よ
り
、

現
在
す

で
に
活
動

し
て
い
る
共
同
霧

所
も
あ
る
。
東
京
都

は

ニ
ュ
圭

多

に
、
大
阪
府

は
す

フ
ン
ダ

の

ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
と

シ
ン
ガ
ポ

ー

ル
に
・
兵
庫
県

緊

ソ
コ
ソ
に
・
静
岡
県

は

・
サ
ン
ゼ

ル
ス
に
共
同
霧

所

を
も

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
府
県

の
中
小
企
業

は
利

用
で
き
麹

.
響

…

駐

在
員
霧

所
は
・
舞

に
足
場
を
確
保
す
る
た
め
の
最
も
簡
髪

形
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
霧

所
や
社
宅
の
賃
借



料

と
維
持
費
、
国
際
通
信
費
、
人
件
費
、
顧
問
弁
護

士

へ
の
費

用
な
ど
が
必
要
と
な
る
。

駐
在
員
事
務
所

は
、
前
述

の
よ
う

に
、
原
則
と
し
て
営
業
活
動
が
で
き
な
い
国
が
多

い
か
ら
、
右

の
よ
う
な
運
営
経
費

は
日
本

か
ら
送

金
す
る

こ
と

に
な
る
が
、
「
事
務
所

の
運
営

に
必
要
な
人
件
費
、

光
熱
水
費

そ
の
他

の

一
般
管
理
費

に
係
る
資
金

の
授
受
」

は
資
本
取
引

に
該
当
し
な

い
た
め
、
原
則
的

に
は
、
自
由

に
送
金

で
き
る
(外
国
為
替
及
び
外
国
為
替
管
理
法
窮
二
+
条
九
号
・
及
び
外
国
為
替
管
理
令
第
九
条
)
。

法
的

に
自
由

に
送
金
で
き
る
と
は
い

っ
て
も
、
駐
在
員
事
務
所

の
場
合
、
独
立
採
算
が
要
求
さ
れ

る
現
地
法
人
と
異
な
り
、
長

い
間

に
は

コ
ス
ト
意
識
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

る
か
ら
、
経
費

の
予
算
制
度
な
ど
に
よ
る
管
理
が
必
要

で
あ

る
。
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②

海

外

支

店

(
O
<
Φ
噌
oo
①
鋤
o口
げ
戦
9
口
6
『
)

…

…
機

能

、

設

立

、

運

営

の
概

要

を

説

明

す

る

。

.
機
能
…
…
駐
在
員
霧

所
と
異
な
り
、
営
業
活
動

を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
何
ら

か
の
制
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
普
通

で
あ

る
。
例
・隷

、
そ

の
纂

活
動
は
貿
易
活
動

に
限
定

さ
れ
、
国
内
取
引
、
す
な
わ
ち
現
地

で
商
品
を
仕
入
れ
・
そ
れ
を
現
地

で
販
売

す

る
と
い
う
取
引

は
禁

止
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

こ
の
よ
う
な
制
限
が
設
け
ら
れ
る
の
は
、
海
外
支
店
は
現
地
法
人
と
異
な
り
・
あ
く
ま

で
も
外
国
企
業

の
事
業
所
な
の
で
あ

り
、
自
国
民

の
利
益
を
保
護

し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ

る
。
も

っ
と
も
海
外
支
店

の
取
引
相
手
は
本

国

に
限
定
さ
れ
ず

、
第

三
国

で
も
よ
い
の
で
、
総
合
商
社

は
三
国
間
貿
易
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

海
外
支
店

の
主
要

な
役
割
は
、

し
た
が

っ
て
国

に
よ

っ
て
も
異
な
る
が
、

デ

ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
な
ど
現
地
業
者

と

の
問

に
入

っ

て
、
輸
出
入
業
務
を
行
う

こ
と

に
あ
る
。

.
設
立
…
…
駐
在
員
事
務
所
と
異
な
り
、
海
外
支
店

の
設
置
ま
た
は
拡
張

の
た
め
の
資
金

の
支
払

い
は
、
対
外
直
接
投
資
と
し
て
み
な

さ
れ
、
大
蔵
大
臣

へ
の
届
出
を
要
す
る

(外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
第
二
十
二
条
)
。
社
内
的

に
は
、
支
店

の
設
置

に
つ
い
て
は
・
取
締

役
会

の
決
議
を
要
す
る

(商
法
第
二
六
〇
条
)
。
現
地

に
お
い
て
は
、

関
係
官
庁

へ
届
出

て
許
可
を
得
た
後

に
・

登
記
ま
た
は
登
録
を
要
す
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る
と
い
う
国
が
多

い
。
な
お
、
共
産
圏
諸
国
や

フ
ィ
リ
ピ

ン
の
よ
う
に
、
海
外
支
店

の
設
置
を
認

め
な

い
国
も
あ
る
。

・
運
営
…
…
外
国
為
替
管
理
法
上
、
海
外
支
店

は
、
駐
在
員
事
務
所
と
異
な
り
、
原
則
と
し
て
独
立
採
算

に
よ
り
事
業
を
行
う

こ
と

に

な

っ
て
い
る
Q
そ
し
て
海
外
支
店

と
本
社
と

の
債
権
債
務

の
決
済

に
つ
い
て
は
、

交
互
計
算
が
認
め
ら
れ
て
い
る

(外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
管
理
法
第

一
七
条
)。
所
得
税
に

つ
い
て
は
、

支
店
所
在
国

に
支
払

っ
た
所
得
税

は
、

租
税
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
わ
が

国

の
所
得
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
。
二
重
課
税

を
回
避
す
る
た
め
の
租
税
条
約

は
、
三
四

力
国
と

の
間

で
調
印
さ
れ
、
三
ニ
カ
国
と

の
間

(
10
)

で
発

効

し

て

い
る

(昭
和
五
七
年

一
〇
月
末
現
在
)
。

㈲

現

地
法

人

(
oく
巽
ωo器

し。魯
。。聾

動
曙
)

・:
…
現

地
法

人

に

つ
い
て

の
法

的

な
定

義

は
な

い
が

、

一
般
的

に
は
、
現

地

の
法

律

に
基

づ

い
て
設

立

・
運

営

さ
れ

る
会
社

を

い
う

。
製
造

を
目
的

と
す

る
現

地
法

人
も

多

い
が
、
本

稿

の
目
的

上
、
販

売
会

社
と

し

て
の
現

地
法

人

の
機
能

、

設
置

の
概

要

に

つ
い
て
説
明

す

る
。

・
機

能

…

…
駐

在
員
事

務
所

や
海

外
支

店

と
異

な

り
、
現

地

の
内

国
法

人

で
あ

る

か
ら
、
定

款

に
定

め
る
総

て

の
活

動

を
行

う

こ
と
が

で
き

る
。

し

た
が

っ
て
、

デ

ィ

ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ

ー
な

ど

の
卸

商

や
代

理
商

を
利

用

し
て

の

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ソ
グ
活
動

を
行

う

こ
と
が

で
き

る
・
あ

る

い
は
自

ら

が
小

売
商

へ
販
売

す

る

こ
と
も

で
き

る
。
自

社

ブ

ラ

ン
ド

に
よ

る
直

接
輸

出

を
行

う

た
め

に
は
、
重
要

な
機

能

を
果

た
す

拠
点

と
な

り
う

る
。

設

置

…
…
①

現

地

の
販

売
会

社

に
資
本

参

加
す

る

場
合

、
②

現

地

の
代

理
店

や
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
タ

ー
を
買
収

し
、

一
〇
〇
%

出
資

の
販
売

会
社

と
す

る
場
合

、
③

単
独

で
、

ま

た

は
共

同

で
販
売

会
社

を
新

設

す

る
場
合

が
あ

る
。

表

2

は
、

日
本
側

出
資

比
率

別

・
地
域

別
現

地
法

人

の
分
布

を

示
し

て

い
る
。

こ
の
表

の

「
全

地
域

」

の
欄

に
よ
れ

ば
、

製
造

業

よ
り

も
、
商

業

の
方

に

一
〇

〇
%

出
資

の
完

全
子
会

社

が
多

い
。

メ
ー

カ
ー

の
場
合

に
は
、
資

源

開
発

ま

た

は
原
材
料

の
仕

入

れ
、

販
売

な

ど

の
面

で
、
現

地
企
業

の
力

を
借

り

た
方

が

よ

い
こ
と
が
あ

る

た
め
で
あ

る
。
地

域

別

に
は
北
米

、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と

い
う
経

済

的
先

進
地

域



(現地法人数,カ ッコ内%)

計,n.口

302(100.0)

568(100.0)

235(100.0)

170000.0)
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表2日 本側出資比率別 ・地域別現地法人の分布

濃 蝿5・%未 満
北

米

中
南
米

製 造 ジ奪44(14.6)

商 業47(8.3)

製 造 美匙99(42.1)

商 業26(15.3)

50 %5010。4濡

16(5.3)51(16.9)

17(3.0)68(12.0)

7(3・ ・)176(32・3)

5(2.9)22(12.9)

140

191(63.2)

436(76.8

53(22.6)

117(GS.S)

ア

ジ
ア

中

東

ヨ ツ

1パ

ロ

オ ニ
・セ ア

ア

ア カ

フ

リ

製 造 業1557 (49.1)

商 業

製 造 業

商 業

製,造 業

商 業

製 造 業

商 業

製 造 業

商 業

120(29.1)

15(68.2)

4(16.0)

2S(15.6)

52(].2.0)

20(29。9)

11(10.6)

29(72,5)

11(68.8)

107(9.4}

23(5.6)

5(22.7)

3(12.0)

24(13.3)

2$(6.5)

7(x.0.4}

S(7.7)

2{5.0)

247(21.8)

61(14.8)

2(9.1)

3{i2.a)

38×21..1)

64(14.7)

14{20.9}

20(19.2)

5(12.5}

3(15.8)

zzsCls.z)li,134(100.0)
20SX50.5)

15Csoo)

90(50.0)

290(6fi.S)

26(38.8)

65(62.5)

4×10.0)

2(12.5)

412100.0)

22(100.0)

25(100.0)

180(100.0)

434(100.0)

67(100.0)

104(100.0>

40(100.0)

16(goo.o)

全
地
域

製 造 業 792 X40.0) 168 ($・5) 433 021.9) 587(29.6) 1,980(100.0)

商
の伝

フi℃ 271 (15.7) 84 (4.9) 241 013.9) 1,133(65.5) 1,?29(100,0)

(出所)通 産省 『我 が国企業 の海外事業活動(第12・13回)』 束洋法 規出版,昭 和59年,40ペ ー ジ。

に

一
〇
〇
%
出
資

の
販
売
会
社

の
数

が
多
く
、
そ

の
割
合
も
高

い
。

こ
れ

は
、
発
展
途
上
国

の
中

に
は
、
外
国

企
業

に
よ
る

一
〇
〇
%
出
資

の
現
地

法
人

の
設
立
を
認

め
な

い
国
が
あ

る

こ
と
に
よ
る
。

そ
の
よ
う
な
法
的
規
制
が
あ

る
場

合
を
除
き
、

一
般
的

に
は
、
販
売
会

社

に
つ
い
て
い
え
ば
、

一
〇
〇
%
出

資

の
完
全
子
会
社
が
望
ま
し
い
。
合

弁
会
社

の
場
合
、
経
営

に
対
す
る
考

え
方

の
相
違

か
ら
、
円
滑
、
迅
速
な

運
営
が
で
き
な

い
こ
と
が
多

い
か
ら

で
あ

る
。

な
お
、

日
本
国
内

に
お
け
る
設
立

手
続

は
、
海
外
支
店

の
場
合
と
同
様

で
、
対
外
直
接
投
資

と
し
て
の
規
制

を
受
け
、
大
蔵
大
臣

へ
の
届
出
を
要
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表3組 織別 ・地域別の在外貿易事業所設置状況

計合そ の 他

4,62092

駐在員事務所

2,012

 

店支

251

現 地法人

2,265

 

計合

1,430

284

901

1,121

説

騰

皿

花

34

21

4

10

9

9

3

2

694

227

359

256

161

179

64

72

㈹

4

犯

鈎

7

7

6

1

鵬

32

鰯

㎝

獅

20

瑚

-

ア

ア

パ

カ

米

カ

ジ

ジ

ッ

リ

リ

ア

ロ

メ

南

南

ア

p

ア

ブ

東

西

ヨ

北

中

ア

州

圏

洋

産

大

共

① 昭和58年3月31日 現在。(注)

② 通産 省r貿 易業態 統計表一昭和58年 一』昭和59年,35ペ ージ。

す
る
。

運
営
…
…
駐
在
員
事
務
所

や
海
外
支
店

の
運
営

に
つ
い
て
は
比
較
的
書
物
が
少
な

い
が
・
現
地
法
人
の
運
営

に
つ
い
て
は
多
く

の
研
究
が
あ
る

の
で
、
説
明
を
省
略
す

る
。以

上
、

駐
在
員
事
務
所
、

海
外
支
店
、

現
地
法
人

に
つ
い

て
簡
単

に
説
明
し
た

が
、
垂
直

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

い
う
視
点

か
ら
は
、

い
う
ま

で

も
な
く
現
地
法
人
が
最
も
望
ま
し
く
、

駐
在
員
事
務
所
↓

(海
外
支
店
↓
)
現
地
法
人

と

い
う
方
向
が
、

チ
ャ
ネ

ル
政
策
に
お
け
る
長
期
的
な
目
標

の

一
つ
と
な
る
。
な
お

参
考
ま
で
に
、

日
本
企
業

の
駐
在
員
事
務
所
、

海
外
支
店
、

現
地
法
人

(製
造
業
を

含
む
)
の
地
域
別

の
設
置
状
況
を
掲
げ

て
お
く

(
表
3
)
。

⇔

卸
段
階

の
組
織
化
ー
海
外
販
売
代
理
店

の
場
合
-

日
本

企
業

の
輸
出
活
動

に
お

い

て
、

海
外
販
売
代
理
店

は
広

く
利
用
さ
れ
て

い

る
。
自
ら

の
固
定
資
本
を
投
下
す
る

こ
と
な
く
、
手
数
料

ベ
ー
ス
で
現
地
に
販
売
網

を
持

つ
商
人
を
利
用

で
き
、
し
か
も
本
人

の
名

に
お
い
て
、
自
社
ブ

ラ
ソ
ド
品
を
販

売
す
る
こ
と
が

で
き

る
か
ら

で

あ

る
。

海
外
市
場

へ
参
入
当
初

の
企
業

に
と

っ
て



は
、
特

に
重
要

で
あ

る
。

し
か
し
実
際

に
好
藩

塞

げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
否

か
は
、
相
手

に
よ

そ

大
き
く
左
右
さ
れ
る
の
で
、
代
理
店

の
選
択

と
鐘

は

大
変

重
要

で
あ

る
。

次

に

こ
れ
ら

の
要
点

を
、

ま
と

め

て
お
く
。
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む
　

・
海
外
販
売
代
理
店
を
選
択
す
る
ポ
イ

ソ
ト

①

拙
速

に
走

ら
ず
、
多
数

の
代
理
店
候
補

の
中

か
ら
、
比
較
検
討
し
て
選
択
す
る
こ
と
。

②

代
理
店

の
信
用
調
査
を
行
う

こ
と
。

③

代
理
店

の
経
営
陣

に
直
接
会
う

こ
と
。

④

な
ぜ
代
理
店
を
引
受
け
よ
う
と
す
る

の
か
、

そ

の
動
機
を
確
認
す

る
こ
と

(
例
・譲

、
相
手

代
理
牢

が
漿

.冒

の
専
業
で
あ

る
た
め
に
多
角
化

に
意
欲
的
な
場
合
は
、
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
)
。

⑤

代

理
店

の

マ
ー

ヶ
テ

ィ

ソ
グ
カ

を
調

べ
る

こ
と
。

⑥

自
社
が
代
理
店
に
期
待
す
る
罷

と
、
代
理
店
藁

し
て
く
れ
る
機
能
蓉

致
す
る
か
、
ま
た
は
合
意
錘

す
る
.」
と
が
で
き

る
か
否
か
を
、
具
体
的

に
確
認
す

る
こ
と
。

　
ゆ
　

・
代

理
店

を
管

理

す

る

ポ
イ

ソ
ト

①

販
売
意
欲
を
刺
激
す
る
た
め
・
初

め
か
ら

テ
リ
ト
リ
表

広
げ
ず
、

歪

の
販
売
目
標
纏

芒

た
場
合

に
拡
大
す

る
と
い
う

契
約
を
加
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

②

反
対

に
・
最
低
販
売
贅

(額
)
の
条
項
護

け
、
こ
れ

難

し
な
い
場
合

に
は
、
取
扱
・胃

姦

ら
し
た
り
、
あ
る

い
簑

約
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を
解

除

す

る

こ
と

を
規
定

し

て
お
く

こ
と
が

考
え

ら

れ

る

(但
し
、
代
理
店
契
約
の
解
除
に

つ
い
て
は
・
何
ら
か
の
制
限
を
定
め
て
い
る

国
が
あ
り
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。

③

代
理
店
が
功
を
焦

.
て
危
険
な
取
引
を
行
う

こ
と
務

ぐ

た
め
に
は
、
本
人
が
代

理
店

に
特
裂

手
数
料
奎

払

っ
て
・
代
理

店

に
代

金

の
支

払

い
を

保

証

さ

せ

る

契

約

(
o
⑦
一
ρ

巴
①
お

》
αq
誘
①
ヨ
g

叶
)

が

あ

る

。

④

そ
の
他
代
理
店
契
約
で
、
馨

・m
取
扱
禁
止
、
代
理
店
霧

量

す
る
鷺

負
担
・
霧

報
告
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
く

こ
と
。

⑤

右

の
よ
う

な
契

約
と

は
別

に
、
代

理
店

と

の

コ
ミ

ェ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
を
密

に
す

る

こ
と
。

⑥

代
理
店

の
鐘

、
技
術
指
導
、
輸
入
業
務
、
現
地
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
の
統
括
な
ど
を
目
的

に
・
舞

饗

が
必
要
と
な
る
こ
と
も

あ

る

。

右

の
よ
う

藷

点

に
留

意

し

て
代

理
店

の
選
択

、
管

理

を
行

い
、
実
績

に
よ
り
優

れ

た
代

理
店

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
れ

ば

・

享

販
売

権

を
与
・兄
、
自

社

の
有
力

な

チ

ャ
ネ

ル

.
メ

ン
。↑

と

し
て
位

馨

け

る

こ
と
が

で
き

る
・

マ

ッ
キ

ャ

モ

ン
は
・
垂
直

下

ケ
テ
ィ

ン
グ

.
シ

ス
テ

ム

の
形
態

と

し

て
、
代

理
店

の
利
用

を
挙

げ

て

い
な

い
が
、

享

販
売
代

理
店

(ω
。
歪

α・
Φ
邑

の
利

用

は
・
契

約

シ
ス
一ア
ム
の

一
形
態

と

み

る

こ
と

が

で
き

る
場

合

が
多

い
と
思

う
。

以
上
の
よ
う
な
海
外
販
売
代

理
店

の
血、義

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
品
を
本
格
的

に
輸
出
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
・
代
理
店

ま
か
せ
で
は
な
く
、
海
外

旨

社

の
販
売
会
社
を
設
け
る
こ
と
が
、
最
終
的

に
は
望
芒

い
・

こ
れ
は
垂
直

下

ケ
テ
ィ

ン
グ

.
シ
ス
テ

ム
の
企
業

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
本
社

の
意
向
窺

地

に
直
禁

つ
迅
蓬

反
映
喜

、
本
格
的
な

マ
ス

・
下

ヶ
テ
ィ
ン
グ
農

開
す
る

こ
と
が

で
き

る
か
ら

で
あ

る
。



し
た
が

ぞ

長
翻

な
チ

ャ
ネ

ル
政
策
を
姦

緩

け
ぽ
、
代
理
店
契
約

の
締
蓮

あ
た

.
て
は
、
将
来

の
契
約
解
除
を
念
頭

讐

か

ね
ば
な
ら
な

い
・
と

こ
ろ
が
国

に
よ

っ
て
は
、
代
理
店

の
保
護
立
蒙

あ
り
、
契
約
解
除
が
蓬

な
ら
な
い
.」
と
が
あ
る
。

代

理
店

の
保
謹

は
・
ω
代
理
店
鶉

の
解
約
を
制
限
す
る
方
向
と
、
@
解
約

の
場
合

の
代
理
商

爵

す

る
補
償
と
い
う
二

つ
の
方
向

が
あ

る
・
代
理
商
を
保
護
す
る
醤

は
・
袋

商

の
鴬

朱
努
力

ξ

て
当
該
商
・叩
の
。フ
一フ
γ
ド
が
浸
琴

る
な
ど

に
よ
り
蘂

成
績
が

伸
び
て
い
る
場
合
・
契
魏

除
に
責

代
理
商
の
努
力
の
う
を

交

が
利
益
を
得
る
.」
と
髪

る
た
め
、
利
益
の
公
正
な
調
和
を
計

ろ
う
と
す

る
こ
と

に
あ

る
・
甦

そ

の
場
合
・
代
理
商

は
交

よ
り
弱
少

で
、
し
か
も
弱

い
立
糧

あ

る
.」
と
が
多

い
た
め
、
各
国

の
代

理
店
保
護
立
法

は
・
強
行
窺

で
あ

る
・
し
た
が

っ
て
当
釜

、
保
護
妾

で
定

め
ら
れ
て
い
る
権
利
を
契
約

で
肇

さ
せ
よ
う
と
し
た

策

り

、
準
拠

法

を
外

国
法

に
し

て
も
、
無

効

で
あ

る
。

囎
め
鍵

舞

縫

輻

峯

劉
影

ザ
藁

讐

馨

驕
蛾
理商
に補償
姐、求権
を.鱒

わ

輸
出

下

乞

三

で

チ
ャ
ネ

ル
の
構
築

に
あ

た

っ
て
は
、
右

の
よ
う
馨

国

の
事
撞

つ
い
て
も
欝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ヤ

評
暴

舗

簸
難

擁
耕鱗

難

鷲

雛

D
纐士権
穫

譲

ヵ

。
%
出
資
の
販
売
会
社
と
す
る
場
食

③
単
独
で
・

ま
た
は
共
同
最

士萎

社
薪

設
す

る
場
合
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
二
つ
の
轟

賢

麟
蕪

羅
雛

鍵
鞭糠

藁
簸
羅

魏

一」縫
難

魏

鰯

る

。
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霧

逡

馨

勾
轄

邊
は峰麺

婁

蕪

灘
蝶

職鯉難

諺
諺

鴛

ス
テ

ム
ズ

.
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
社

L

と

し

て
、

直

販

体

制

を

と

る

こ
と

に

し

た

。

幾

擁
羅
霧

無

雛
野
糠
遡
欝

離

.馨

鷺
,類

ス
曙
運

縫

群

旧
葎

論

無

辮
麟

い
嚢

継

鱗

.干

レ
ソ
一フ
イ
ヒ
・
フ
ォ
ト
・
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
・
イ
ソ
ダ

に
薪

雛

鵜

鱗

難

獣

ぞ

嚇
駕

ン
証
券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
販
士冗
、四社
で
あ
る
.
日
本
光
学
の
カ
メ
ラ
を
ほ
ぼ
享

し
鰻

鑓

漿

齢
瓢

讐

⇔
筋
晒
廷

難

灘

鐸

擦

ガ
鑓

曝
社
の音心向
を
反
映
でき
ず

呈

、
卸

段
階

の
組
織

化

(
悶
シ
ス
一ア
ム
化
)
に

つ
い
て
、
海

外

販
売
代

理
店

(
剛
碁

二

昏

.-

曹

什)

を

例

に
と

っ
て
説
明

し
た

が
、
販

売
店

(周)一ω叶円一び
口
仲O円)
な

ど

の
利

用

の
髪

・
も
葉

的

な
考

え
方

は
同

様

で
、
自
社

の
海
外

販
売

会
社

を
設

立

し
・
現

地

で
直

馨

報
を
得

な
が
ら

チ
ャ
ネ

ル
を
管
理

で
き

る
よ
う
な
組
織
化
が
、
長
期
的
な
目
標
と
な
る
。

㊨

小
売
段
階

の
組
織
化

.フ
一フ
ン
ド
ロ
叩
の

下

ケ

テ
ィ

ン
グ

を
海
外

で
本
格

的

に
展
開

し

よ
う

と
す

る
な

ら
ば

・
小
売

段
階

ま

で
含
む

垂
直

ア

ケ

テ
ィ

ン
グ

●

シ

ス
テ

ム
の
構
築

が

、
長
期

政
策

の
目
標

と
な

る
。
以

下
垂

直

下

ケ
テ

ィ

ン
グ

・
シ

ス
テ
ム

の
三

つ
の
類

型

ξ

い
て
説
明

す

る
・



ω

企
業

シ
ス
テ

ム

(
OO
『b
O
『騨仲①
ω図
oo陣①
ヨ
)

…
…

こ
れ

に
は
、
次

の
よ
う
な

タ
イ
プ
が

考
え

ら
れ

る
。

・

自

社
直

営
小

売
店

・

資

本
参

加

し

て

い
る
専

売
小

売
店

・

資

本
参

加

し

て

い
る
併

売
小

売
店

海

外

の
小
売

店

に
ま

で
資
本

参

加
す

る

ヶ
i

ス
は
、
輸

出

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

の
段
階

よ
り
も

、
現

地
生
産

す

る
国
際

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
段
階

に
多

く

み
ら
れ

る
。
輸

出

マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ

の
段
階

で
は
、
次

に
説

明
す

る
契

約

シ

ス
テ

ム
、
管

理

シ
ス
テ

ム
の
方

が
、

固
定

費

を

投

下

し
な
く

て
よ

い

の
で
、

効
率
的

で
あ

る
。
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ω

管
理

シ
ス
テ

ム

(
巴
ヨ
葺

のけΦ器
ロ

。。窃
畠
§
)

・…
:
製
造

業

者
が

リ

!
ダ

ー

シ

ッ
プ

を
発
揮

し

て
、

小

売
店

を
管

理
す

る
た

め
に

は
、
小
売

店

に
特
別

な
金

銭
的

ま
た

は
物

的

な
報

酬

、
あ

る

い
は
有

益

な
情
報

の
提

供

を
行

う

こ
と
が

必
要

と
な

る
。

例
え
ば

、
次

の
よ

(
16

)

う
な

刺
激

手
段

が
あ

る
。
①

値

引
き

、
②

リ

ベ
ー

ト
、
③

資

金
援

助

、
④

売

上
げ

、
利

益

保
証

、
⑤

配
送

費
負

担

、
⑥

返
品
許
容

、
⑦

陳

列

器

具
提
供

、
⑧

売

上
げ

コ
ン
テ

ス
ト
と
報
奨

、
⑨

景

品
、
見

本

、
販
促

物

の
提

供

、
⑩

各
種
情

報

の
提

供
。
小

売
店

に
対

す

る

こ
れ

ら

の
刺
激

手

段

は
、

プ

ッ
シ

ュ
戦
略

手

段

と
も

い
わ

れ

る
。

一
方

で

メ
ー
カ

ー
は
、
消

費

者

を

タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
、
自

社
製

品

の
購
買

意

欲

を
刺
激

す

る

た

め

に
様

々
な
手

段
を
用

い
る
。

こ
れ
を

プ

ル
戦
略

手

段
と

い

い
、
次

の
よ
う

な
手

段
が
あ

る
。
①

高

品
質

の
確
保

、

②

ブ

ラ

ン
ド

・
イ

メ
ー
ジ

の
確

立

、
③
支

援

広
告
・

④

ク
イ

ズ

や

お
ま
け

な

ど

に
よ
る
販
売

促

進
、

⑤
特
売

価
格

な
ど
様

様

な
価
格

政

策

の
利
用

。

メ

ー
カ

ー
は
、

こ

れ

ら
プ

ッ
シ

ュ
戦
略

手

段

と
プ

ル
戦
略

手
段

を

パ

ワ
ー
基
盤

(b
o類
ΦN

び
霧
窃
)

と

し

て
リ

…
ダ

ー

シ

ッ
プ

を
発

揮

し
、

チ
ャ
ネ

ル

・
メ
ン
ず

を
管
理
し
よ
う
と
す

る
。

パ
ワ
塞

盤

に
は
小
売
店

に
対
す

る
報
酬
だ
け

で
な
く
・
強
制
な
ど
も
あ
%

)
ま



と

め
る
と

、
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(
18
)

例
え
ば
次

の
よ
う

に
列
記
で
き
る
。

プ

ッ
シ

ュ
戦
略

プ

ル
戦
略

再
販
売
価
格

の
維
持

一
店

一
帳
合
制

テ
リ
ト
リ
ー
制

専
売
店
制

店
会
制

委
託
販
売
制

払
込
制

リ
ベ
ー
ト

こ
れ
ら
の
う
ち
③

か
ら
⑩
は
、
わ
が
国

の
独
占
禁
止
法
研
究
会
が
流
通
系
列
化

の
手
段
と
し
て
と
り
あ
げ

た
も

の
で
、
競
争
制
限
的
性

格
を
お
び
て
お
り
、
行
為

に
よ

っ
て
は
、
現
地

の
独
占
禁
止
法

に
抵
触
す

る
の
で
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
国

の
独
占
禁
止
法

の

(
19

)

規
定
や
運
用

は
様
様

に
異
な
る
の
で
、
現

地

の
独
禁
法
を
研
究

し
た
り
、
現
地

の
弁
護
士

に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

結
局
、

海
外
市
場

に
応
じ
た
小
売
店

の
管

理
が
必
要
と
な
る
。

次

に
掲
げ
る
の
は
、

日
経
流
通
新
聞

の

阿
部
誉
記
者

の
記
事

で
あ
る

(圏
点
は
筆
者
)
。
日
本
光
学

の
西
ド
イ

ッ
市
場
に
応
じ
た
小
売
店
管
理
政
策
を
伺
う

こ
と
が
で
き

る
。

事
例
4

(
日
本
光
学
)
1

西
独
中
西
部

の
商
都
ジ

ュ
ヅ
セ
ル
ド
ル
フ
は
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
の
欧
州

に
お
け
る
前
線
基
地
。
こ
の
六
月
、
同
市

で
初
め
て
日
本

の
文
化
や
社
会
を
紹
介
す

る

「
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」
が
開
か
れ
た
。
日
本
に
対
す
る
関
心
は
高
く
、
同
市
で
も
臼
本
製
品
は
あ
ふ
れ
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て

い
る
。
代
表
的
な
例

が
カ

メ
ラ
。
目
抜
き
通

り

に
並

ぶ
カ

メ
ラ
店

の
ウ

ィ
ソ
ド

!

に
は
か

つ
て
西
独
が
世
界

に
誇

っ
た

「
ラ
イ
ヵ
」

「
ロ
ー
ラ
イ
」

に
代

わ

り

「
キ

ャ
ノ

ン
」

「
、、、
ノ
ル
タ
」

な
ど
が
幅

を
き

か
す
。
中

で
も

「
ナ
イ

コ
ソ
」

(
N
I
K
O

N
)

に
対

す
る
信
頼

は
絶
大
。

こ

こ
で
は

ニ
コ

ン
神
話
が
筆

・続
け
て
い
る
。
米
国
で
は
キ

ャ
ノ
ン
が
展
開
し
た

「
A
E
l

」

の
低
価
格

・
大
量
販
売

に
押
さ
れ
・
大
き
く
地
位
を
後
退
し
た
呆

光
学

工
業

だ
が
、
西
独

を
中

心
と
す

る
欧
州

で
は
依

然
、
根
強

い
フ
ァ

ン
を

つ
か
ん

で
い
る
。
そ
れ

は

一
九

七

一
年

に
ジ

ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
に
設
立
さ

れ

た
ド
イ

ッ

ニ
コ
ソ
が

「
デ

ィ
ー
ラ
ー
と

の
共
存
共
栄
」

を
掲
げ
、
厳
選

し
た
専
門
店

チ
ャ
ネ

ル
を
通
じ
高

い
ブ

ラ

ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
維
持

し
て
き
た

た

め
だ
。

こ
れ
を
可
能

に
し

た

の
が
欧
.州

の
市
場
特
性

。

「
欧
州

は
極

め
て
保

守
的
な
市
場

。
派

手
な

こ
と

に
は
反
感

を
持

つ
。

新

し
い
試

み
を
す
る

よ
り
伝
統
的

な
商

法
を
選
ぶ
」

(道
明
宏
哉

ニ
コ
ン
ヨ
!

ロ
ッ
パ
総
支
配
人
)
と

い
う
。
専

門
店

を
厳

し
く
選

び
専

門
的

な
取

り
扱

い
ノ
ゥ

ハ
ゥ
や

サ
ー
ビ

ス
の
提
供

、
玄
人
受

け
す

る
丈
夫

で

モ
デ

ル
チ

ェ
ソ
ジ

の
少

な

い
製
品
、

こ
う

し
た
基
本
方
針
が
支
持

さ
れ
た
。

西
独

の
消
費
者
気
質

も
幸

い
し
た
。

一
口
で

い
え
ぽ

「
慎
重

で
堅
実
」
。
伝
統

の
裏
付
け

の
あ

る

「
ブ

ラ

ン
ド
」

を
重
視

す
る

一
方
・

製
品

テ

ス
ト

雑
誌

に
載

る

レ
ポ
ー

ト
を
重
視

す

る
。
「
ま
ず
衝
動
買

い
は
期
待

で
き

な

い
。

品
質

と
価
格

を
吟
味

し
た
上

で
納
得

し
な

い
と
サ
イ

フ
の
ヒ

モ
を
緩

め

な

い
。

だ

か
ら

こ
そ

オ
ー

ソ
ド

ッ
ク

ス
な
う

ち

の
や
り
方
が
う

ま
く

い
く
」

(
ド
イ

ッ

ニ
コ
ソ
の
鹿
島
茂
社

長
)
。

価
格
を
決
め
る
の
は
小
売
店
。
だ
か
ら
地
域
や
店
に
よ

っ
て
売
値

は
異
な
る
。
し
か
し
、

ニ
コ
ン
は

「
デ

ィ
ー

了

と
の
共
存
共
栄
」
が
徹
底
し
て

心
喝
ρ
.比
の
焼
曲
殖
引
噌
幅
は
少
な

い
。
デ
ィ
ラ
ー
に
対
す
る
販
売
奨
励
策
と
し
て
は
半
期
取
扱
高
に
応
じ
て
恭
b
弥
み
を
跡
い
か
鄭
・
恭
跡
応
開
↑

カ
メ
ラ
シ
ョ
ー
に
招
待
す
る
な
ど
が
あ
る
。
だ
が
、

「
ど
れ
も

一
般
的
な
も

の
」
と

い
う
。

宣
伝
整

.蜜

づ

ト
嚢

忠

。
一ア
レ
ビ
局
が
沙
さ

覇

謬

蕨

繕

澗
渉

添

西
独
で
は
爵旦
伝
護

と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
役
割
は
限
定

競

醜

誘

嵩

寓

導

湧

詰

該

塗

人
箋

ポ
↓

の
ス
ポ
ン
ギ

と
な
り
大
会
蒙

ト
ホ
次

却

(修
理
や
フ
ィ
ル
ム
販
売
)
を

派

遣
し

た
り
、
競
技

場

の
フ

ェ
ン
ス
広
告

を
買

う

の
が
最

も
効
果
的
な
戦
略
。

、
謎

錯

轟

霊

"
誘

詠

硝
灘

に
対
し
て
霧

恕

い
い
象

紫

(実
質
割
引
)
窓

趣
加
い
・
こ
の
た
め
消
薯

対
讐

盆

堂

共
催

で

カ

メ
一フ
修

理

サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す

る
な
ど
間
接
的

な
も

の
に
と
ど

ま
る
。

「
全
国
的

キ

ャ
ン
ペ

ー

ン
が
打

ち
に
く

い
し
・
即
効
性

の
あ

る
プ

ロ

モ
ー

シ

ョ
ン
が
な

か
な

か
な

い
」
(
鹿
島

祉
長
)

と

い
う

。

と

は
い
、兄
保
守

的
と

い
う
西
独

の
ヵ
メ
ラ
流
通
市
場
も
最

近

で
は

コ
ッ
ホ
、

ハ
コ
オ
な
ど

の
カ

メ
ラ
量
販
店
が
増

え
・
値
引

き
商
法

が
活
発

に
な

っ

て
き

た
。
通

販
部
門

を
抱

、兄
無

店
舗
販
売

に
乗

り
出
す
店

や
、
若

い
層

を
中
心

に
カ

メ
ラ
を
最
寄

り
商
品

と

み
る
考
え

を
す

る
人

も
増
え

て
き

た
。

こ

れ
ま

で

の
よ
う

に
選
別

し
た
専
門
店

で
使

い
方

を
提
案

し
な
が

ら
売

る
と

い
う

ニ
コ
ン

一
流

の
商

法

に
限
界

が
出

て
ぎ
た

の
も
事
実

。

同
社
で
は
呆

蕩

に
続
き
、
中
級

カ
メ
ラ

「
ピ
カ
イ
チ
」
を
西
独
で
も
発
売
す
る
。
取
引
小
売
店
網
を
増
や
し

つ
つ
あ
る
が
・
高
墾

眼
レ
フ
カ

一…
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メ
ラ
の
イ
メ
↓

が
強
す
ぎ
て

ワ
;

ソ
の
中
級
機
蕪

扱
い
た
く
な

い
L
と

い
う
小
売
店
醜

る
と

い
う
。
高
級
イ
メ
ー
ジ
を
維
持
し
な
が
ら
、
量

販
体
制

を

つ
く

る
と

い
う
難

し

い
仕
事

が
ド

イ

ッ

ニ
コ
ソ
の
こ
れ

か
ら

の
課
題
と
な

っ
て

い
る
。

㈹

契

約

シ

ス

テ

ム

(
8
三
籟
o
窪
巴

。。
蕩
審
ヨ
)

:
・…

メ

i

ヵ

1

に

よ

る

小

売

段

階

の

契

約

シ

ス

テ

ム
と

し

て
現

実

的

に
広

く

用

い

ら

れ

る

の

は
・

フ

ラ

ソ
チ

ャ
イ

ズ

・
チ

ェ
↓

で
あ

る
。

フ
ラ

ソ
チ

ャ
イ

ズ

.
シ

ス
テ

ム
と

は

、

フ
ラ

ソ
チ

ャ
イ

ザ

ヨ

(本
部
)

が

フ
ラ

γ

チ

ャ
イ
ジ

ー

(加
盟
店
)
と

の
間

で
契

約

を
結

び
、

自

己

の
商

号

・
商

標
等

を
使

用

さ

せ
て
同

一
性

の
イ

メ
ー
ジ

の
も
と

に
事
業

を
行

う
権

態

利

を
与

え

る
と

と
も

に
、

経
営

に
関
す

る
指
導

を
行

い
、
場
合

に
よ

っ
て

は
継

続

彫

的

に

フ
ラ

ン
チ

ャ
イ

ジ

ー
商
品

(
Y

ビ
ス
・
原
料
を
含
む
)
を
供

給

し
、

こ
れ

ら

の

流図5フ ランス製某 自動車の 日本 と英国における

消費国 日 本

i仏国

1日本

消費国 英 国

1仏 国1メ ー カ ー 1メ ー カ ー

｠

i
輸 入 業 者

(メー カー一子会社)
英国

1輸 入 業 者

rIl電

尊

↓

1代耕H業 販周

■

フランチャ ィズ

デ ィ ー ラ ー
5D%

「

20%30%

1, i

1消 費 者1 i消 費 者 [

(出所)通 産 省貿 易局 愉入課 「消費財 の流通実態調査」

昭和52年11月,23ペ ージ。

対
価

等

と

し

て

フ
ラ

ソ
チ

ャ
イ

ジ

ー
か

ら
加
盟

金

.
保

証
金

.
ロ
イ

ヤ

リ

テ

ィ

　
ロ

　

(本
部

へ
の
定
期
的
な
納
入
金
)
な

ど

を

徴

収
す

る

シ
ス

テ

ム
で
あ

る
。

こ

の

シ

ス

テ

ム
の
先

進
国

で
あ

る

ア

メ
リ

カ
で

は
、

ガ

ソ
リ

ソ
ス
タ

ン
ド
、

レ
ス
ト
ラ

ン
、

業

務

サ

ー
ビ

ス
、
自

動
車

部
品

・
サ
ー
ビ

ス
、
非
食

品
小

売

、
自

動
車

の
デ

ィ
ー

ラ

ー
、
食

品

小
売

、

コ
ソ
ビ

ニ

エ
ソ
ス

・
ス
ト

ァ
な

ど

の
業

種

に
広
く

み
ら

れ

、

各

国

に
も
広

ま

っ
て

い
る
。

図

5

の
右
側

(
フ
ラ

ソ
ス
製

の
某
自
動
車
の
英
国
に
お
け

る
流
通
形
態
)
が

こ

の
例

で
あ

る
。

こ

の
図

5

の
右
側

で
は
、
卸

段
階

が

企
業

シ
ス
テ

ム
で
小
売

段
階

が
契

約

シ

ス

テ

ム
で
あ

り

、

し
た
が

っ
て

こ
の

チ

ャ
ネ

ル
は
垂
直

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ

.
シ

ス
テ

ム
で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
図

5

の
左
側

は
、

フ
ラ

ソ

ス
製

の
同

じ
自

動
車

が

日
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本

で
販
売

さ
れ

る
場
A
口
の
チ

ャ
ネ

ル
で
あ

り
、
右

側

と
比

べ
て
、

シ
ス
テ

ム
と

し

て

の
統

制
力

は
弱

い
・

フ
ラ

ン
ス
の
自

動
車

メ
ー
ぞ

の
対

琴

ー
ケ
テ

ィ

ン
グ
と
対

日

ア

ケ

テ
ィ

ン
グ

鋳

す

る
姿

勢

の
相
違

を
表

わ
し

て

い
て
・
貿

易
摩
擦

が

問
題

に
な

っ
て

い
る
折
・

興
味

深

い
。

な

お

メ
ー
カ

ー
が
海
外

の
デ

パ

ー

ト
や
専

門
店

な

ど
と
契

約

し

て
、
店

内

に
自

社

諏
ー

ナ

1
を
設

け

る

こ
と
が

あ

る
が

・

こ
れ

は
契

約

シ

ス
テ

ム
の

一
形
態

と

み
る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
方
法

は
固
定

費

が

不
要

の
た

め
、
輸

出

マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ
段
階

の
企
業

に
と

っ
て
も

可
能

な

方
法

で
あ

る
。

六

お

わ

り

に

本
稿

は
輸
出

ア

ケ
テ
ィ
ン
グ

.
チ
ャ
ネ

ル
の
葉

問
題

ξ

い
て
、

チ

ャ
ネ

ル

・
シ
ス
テ
ム
論

の
視
点

か

ら

の
研
究

の
試
み
で
あ

る
。
部

分
的

な
内
容

に

つ
い

て
は
、
す

で

に
詳

し
く
知

ら

れ

て

い
る
事

柄

も
あ

り
、

そ

の
限

り

で

は
・
初

歩
的

な
教

科
書

と

し

て

の
側

面

も

あ

る
。

し

か
し

そ
れ

は
と
も

か
く

、
筆

者

は
、
輸

出

マ
ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
チ

ャ
ネ

ル
の
体

系
的

研
究

の
ア
ウ

ト

・
ラ
イ

ン
を
提

示
す

る

こ
と

を
目
的

と

し

て
研
究

を
急

い
だ
。
体

系

的
研

究

と

は
、
主

と

し

て
本

誌

に
発

表

し

て
き

た
左

記

の
論

考

の
全
体

を

指
す
。

ー

マ
ク

ロ
的
実

態

①

「
日
本

の
貿

易
流

通
機

構
-

昭

和
三
〇

年

か
ら

五
〇
年

の
総

括
i

」

(本
誌
第

=
二
巻
第

一
号
・
昭
和
五
二
年

=

万

)
。

②

「
貿

易
取

引

の
形
態

」

(粕
谷

.
早
川

・
三
村
編

『
国
際
貿
易

の
理
論

・
政
策

・
実
務
』
世
界
書
院
・
昭
和
五
五
年

=

万

)
。

1

方

法
論

③

「
貿

易

マ
ー

ケ
テ

ィ

ン
グ
論

の
構
造

と
方

法

」

(本
誌
第

一
四
巻
第

二
号
、
昭
和
五
三
年

コ

月
)
。

皿

原

理
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④

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鰯

の

了

ヶ
テ
ィ
ソ
グ
に
関
す

る

薯

竿

了

ケ
一ア
ィ
ン
グ
と
は
何
↑

」
(本
誌
笙

八
巻
第
三
.

四
号
、
昭
和
五
八
年
三
月
)
。

⑤

「
了

ヶ
テ
ィ
ソ
グ

・
チ
ャ
ネ

ル
論

の
系
譜
貞

易

了

ヶ
テ
ィ

ン
グ

.
チ

ャ
ネ

ル
論

の
た

め

の
予
備
的
藁

⊥

(壽

第

一
七
巻
第
三

・
四
号
、
昭
和
五
七
年
三
月
)
。

W

政

策

⑥

「
笹

了

ヶ
テ
ィ

ソ
グ

・
チ
ャ
ネ

ル
政
竿

チ
ャ
ネ

ル
類
型
選
択
論

の
視
点

か
ら
⊥

(本
誌
第
二
。
巻
第

一
号
、
昭
和
五
九
年

一
〇

月

)
。

⑦

「
輸
出

了

ヶ
テ
ィ
ン
グ

・
チ
ャ
ネ
ル
の
長
期
政
策
-
書

了

ケ
テ
ィ

ン
グ

.
シ
ス
テ
ム
の
難

⊥

(本
稿
)。

呈

の
研
窪

お

い
て
は
・
対
象
霧

が
主
と
し
て
日
米
両
国

猿

定

さ
れ
て
お
り
、
し
た
が

っ
て
、
輸
出

了

ケ
テ
ィ
ン
グ
.
チ

ャ
ネ

ル
論
を

一
難

論
と

し
て
構
築
す
る
た
め
に
は
、
対
象
市
場

の
増

加
が
必
要

で
あ
り
、

.あ

豪

、
今
後

の
課
題
と
し
義

さ
れ
て
い
る

(
す
で
循

稿
で
記
し
た
よ
う
に
・
取
り
整

ず
昊

二
国
を
対
象
霧

と
し
垂

ん
だ
の
は
、
資
料
の
入
手
罷

性
の
他
に
、
.」
の
二
国
で
籔

し
い
企

業
競
象

行
わ
れ
・

了

ヶ
テ
ィ
ソ
グ
活
動
が
典
型
的
な
形
農

開
さ
れ
て
い
る
ケ
支

が
多
い
た
め
で
あ
る
)
。

ま
た

"
霧

家

に
役
立

つ
"
と

い

う
観
点

か
ら
す
れ
ば
・
政
策
篇

に
お
い
て
は
、

一
層
具
体
的
、
且

つ
詳
細
姦

新

の
纂

(と
情
報
源
)
の
撲

が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

(
、
)

拙
稿

「
ア

メ
リ
ヵ

に
お
け

る
初
期

の

了

ケ
一ア
イ
乏

関
す

る

一
糞

↓

-
ケ
一ア
イ
ソ
グ
と

は
何

↑

」

『
商
経
嚢

』
(
禦

川

大
学
)

第

一
八
巻

第

三

・
四

号

昭

和

五

八
年

三

月

、

一
〇

一
ぺ

ー

ジ

。

(
2
)

中
村

弘

『
蟄

市

場
開
発

入
門
』

同
文
舘

、
昭
和
五
八
年

の
第

葦

を
参

照
し
た
。

(
3
)

朝

日
新

聞

、

昭

和

五

六

年

一
二

月

三

一
日

。

(
4
)

日

本

経

済

新

聞

、

昭

和

五

九

年

八
月

三

一
日

。
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(
5
)

拙
肇

輸
出

了

ケ
テ

ィ
ソ
グ

.
チ

ャ
ネ

ル
政
策
↓

ヤ
ネ

ル
類

型
選
択
論

の
視

点
か
ら
ー
」

『
商

経
論
叢
』

(
神
奈

川
大
学
)
第

二
〇
巻
第

一

号
、
昭
和
五
九
年

一
〇

月
、

一

一
九

ペ

ー
ジ
。

(
6
)

佐

々
木

尚
人

「
経
営

国
際

化

の
日
本
的
特
性
」
『
中
央
公
論

(
経
営

問
題
)
』

昭
和
五
〇
年
冬

季
特
別
号
。

(
7
)

澤

田
壽
夫

編

『
国
際

取
引

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
』
有

斐

閣
、
昭
和
五
九
年

、

=

一六

ペ
ー
ジ
。

(
8
)

東
京
都

の
場
合

、
東

京
都
、
国
庫

、
民
間

の
出
資

に
よ
る
㈹

東
京

貿
易
会

が

ニ
ュ
ー

〒

ク
の
共
同
霧

所

を
響

し
て
お
り
・
六
四
社

が
入

居

し

て

い
る
。

(
9
)

、、
れ
ら
と

は
別

に
、

一
部

の
地
春

治

体

は
中
小
企
業

の
貿

易
蛮

の
た
め

に
、
霧

嚢

、
特
産

物

の
賀
易
斡
旋

を
目
的

舞

外
駐
在
暴

務

所
を
設
立

し
て

い
る
。
例
、譲

神
奈

川
県

は
、

昇

ン
ゼ

ル
ス
、

シ

ソ
ガ
ポ

ー
ル
に
霧

所
を
置

き
・
八
五
年
四
月

に
は
・

。
ン
ド

ン
に
も
開

設

予
定
で
あ
る
。

(
10
)

五
味
雄
治

編
著

『
海
外

進
出

の
税
務
』
財

経
詳
報
社

、
昭
和

五
八
年

、
四

二
八

ペ
ー
ジ
。

(
11
)

稲
菱

幸

『
わ
か
り
や
す

い
海
外

ビ
ジ
ネ

ス
の
す
す

め
方
言

本
箋

出
版
社

、
昭
和
五
九
年

・
九
〇
先

一
べ
↓

も
参

照

の
こ
と
・

(
21
)

渡
部
浩
太
郎

「
輸
出

下

ケ
一ア
イ
ソ
グ
と
法
鶴

題
」

生
島
広
治
郎

編

『
輪
出

下

ケ
一ア
ィ
ン
グ
戦
略
論
』
千
馨

房
・
昭
和

四
〇
年

・
哺
一
三

七
-

二
三

八
ペ
ヨ
ジ
参

照
。
代

理
店
契
約

の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
浜
谷
源

蔵

『
貿
叢

裂

約
』

同
文
舘
、
昭
和

四
九
年
な
ど

の
専
15
書
を
参

照

の

こ

と

。

(
31
)

代
謬

の
保
護

妾

に

つ
い
て
は
、

山
田
晟

「
ド
イ

ッ
商

法

に
お
け

る
代

理
商

の
補
償
請
求
権
」
『
成
撰

学
』
第

八
巻
・

一
九

七
五
年

=

月
、
坪

田
潤

二
郎

国

簑

引
実
務

講
座
π

国
際
販
売

・
共

同
開
発
』

酒
井
書

店
、

一
九

七
七
年

、
澤

田
講
夫

綿

前
掲
婁

ど
が
あ

る
・

(
14
)

日

本
経

済

新
聞

、

昭

和

五

六
年

二
月

一
八

日

。

(
15
)

右

同

。

(
61
)

し。
触
§

竃
餌
=
①
=
・
聖

蕊
鳥
蕊

鴨恥
ミ

§

ミ

轟

9

§

ミ

さ

§

讐

馬
ミ
蕎

×
長

§

b。
・
量

お
刈
刈
も

.慧

.

江
尻
弘

「
チ

ャ
ネ

ル
政

策

の
た

め

の
理
論
的
指
針

(
連
載
第

二
回
)
」
『
消
費

と
流

通
』

第

六
巻
第

一
号
、

一
九

八

一
年
新
春

、
五
三

ペ
ー
ジ
。

(
71
)

パ

ワ
塞

盤

は
、

一
磐

次

の
五

つ
の
タ
イ
プ

雰

け
ら
れ

る
。

報

酬

(
嚢

豊

)
、

強
制

(
§

§

5
)
・

専

門
性

(書

2
博
霧

)
二

体

化

(
坤α
O
コ
ユ
h一〇
鋤
け一〇
〇
)
、
正
当
性

(
一Φ
--
葺

帥
S

。
詳
し

く
は

賢

≦

ω
雪

庫

ζ

〒
〉
曇

ざ

さ

詮

譜

9

§

}

℃
歪

醐8
-
畿
葺

日
Φ
刈
S

や
や
.
卜σ
Q。
①
l
N
㊤
N

や

石

井

淳

蔵

『
流

通

に
お

け

る

パ

ワ

ー
と

対

立

』

千

倉

書

厨

、

昭

和

五

八

年

、

と

り
わ

け

第

二
章

を

参

照

の

こ
と

。

(
18
)

江
尻

弘

『
流

通

系
列

化
』

中

央

経
済

社

、

昭

和

五

八
年

、

一
七

一
ぺ

ー

ジ

。

(
91
)

そ
の
た
め
に
は
、
例
、潅

経
蕩

力
開
発
機
構

(
・
E
C
D
)

の

6
§

額
ミ

§

魯

§

ミ

魚

卜
書

ミ

§

§

隷

物ミ

き

乱

§

§

句
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、
ミ

賞

墓

.
(公
正
取
裂

員
会
監
訳

『
独
占
歪

法

の
国
際
比
較
-

・
E
C
D
加
盟
薦

の
法
制

の
比
較
と
解
説
⊥

大
馨

印
刷
局
、

昭
和
五
五
年
)

な

ど
が
あ
る
。

(
20
)

日
経
流

通
新
聞
、
昭
和

五
八
年
八
月

二
五
日
。

(
12
)

流

導

ス

テ

ム
開

発

セ

ソ
タ

滋

『
新

版

フ
ラ

ソ
チ

ャ
イ

ズ

・
シ

ス
テ

ム
ー

運

営

.
加

盟

の
手

引

1

』

昭

和

五

八
年

、

二

ペ

ー

ジ
。

※

本
稿

の
執
筆

に
あ

た

っ
て
、
直
接
引
用

し
な

い
場
合
も
、
左
記

の
文
献

を
特

に
参
考

に
さ
せ
て
頂

い
た
。

.

江
尻

弘

「
地

域
霧

特
性
を
反
映

し
た
流

通

チ
ャ
ネ

ル
構
築
」

プ

レ
↓

饗

局
編

『
叢

望

リ
ア

.
了

ケ
テ

ィ
ソ
グ
』

(
プ

レ
↓

別

冊
)

誠
文

堂
新
光
社
、
昭
和

五
六
年

。

・

江
尻

弘

『
流

通
系
列
化
』

中
央
経
済
社

、
昭

和
五
八
年
。

●

澤

田
壽

夫
編

『
国
際

取
引

ハ
ソ
ド
ブ

ッ
ク
』
有
斐

閣
、
昭
和
五

九
年
。

・

稲
葉

英
幸

『
わ
か
り
や
す

い
海
外
ビ

ジ
ネ

ス
の
す
す

め
方
』

日
本
実
業
出
版
社

、
昭
和
五
九
年
。


